


 
 

第 15 回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム 大会長 

筑波技術大学 学長 石原保志 

 
 
 第 15 回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウムが、大阪大学キャンパスライフ健康支援

センターとの共催、ならびに関西地区の大学・機関の協力により、大阪大学を会場として開催さ

れ、全国各地から 446 名の方にご参加いただきました。本シンポジウムの開催準備にあたり、多大

なご協力をいただいた関西地区の実行委員校の皆様、各企画をご担当いただいた皆様、そしてご

参加いただいた全ての皆様に深く御礼申し上げます。 
 
 今回のシンポジウムは、「『声』に寄り添う・『参加』を支える」を全体テーマに据え、様々な企画が

行われました。セミナーとしては、支援提供までの流れとポイントについて聴覚障害学生・高校生・

教職員がそれぞれの立場で学ぶことができる基礎講座、手話通訳支援の先進的事例から考える、

大学における手話通訳ニーズとコーディネート体制のあり方に関する企画が行われました。また、

セッション企画として、16 大学による実践事例コンテスト、教職員による聴覚障害学生支援実践発

表も行われ、会場に多くの参加者が足を運び、各大学・機関での取り組みについて活発な情報交

換が行われていました。全体会企画の「聴覚障害学生の『参加』を支える支援―話し合い場面から

考える―」においては、聴覚障害当事者、支援担当教職員などそれぞれの視点から、真に聴覚障

害学生の『参加』を支えるための支援のあり方について熱心な議論が交わされました。また、前日

特別企画は、「アセスメントに基づいた合理的配慮と支援プランの作成」「支援技術のさらに効果的

な利用に向けて」「先輩から学ぼう」の 3 つのテーマで行われ、ディスカッションやワークを通じて、

全体テーマについて考えを深めることができました。 
 PEPNet-Japan のシンポジウムは、障害学生と支援学生、そして教職員が一堂に会し、共に学

ぶことができるという点に大きな特徴があります。今回も活発な意見交換や交流が行われ、本シン

ポジウムならではの成果があったと感じます。 
今回のシンポジウムで得られた知見は、各企画の報告に詳細が記されています。是非、ご活用

いただければ幸甚に存じます。 
PEPNet-Japan が活動を始めて 15 年、聴覚障害学生支援において先駆的な取り組みを行

い、また、支援の全国的な底上げをはかってまいりました。そして今、支援体制の充実が全国に広

まりつつある状況の中で、『声』に寄り添った支援のあり方について一人ひとりが改めて考え、今後

の聴覚障害学生支援が更に発展していくことを願っています。 
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後 援 ： 文部科学省 
独立行政法人 日本学生支援機構（JASSO） 
一般財団法人 全日本ろうあ連盟 
社会福祉法人 日本視覚障害者団体連合 
特定非営利活動法人 大学コンソーシアム大阪 
特定非営利活動法人 南大阪地域大学コンソーシアム 
公益財団法人 大学コンソーシアム京都 
東京大学 障害と高等教育に関する 

プラットフォーム形成事業（PHED） 
京都大学 高等教育アクセシビリティプラットフォーム（HEAP） 
 

参 加 費 ： 無料 
 

大 会 長 ： 石原 保志（筑波技術大学） 
 

実 行委員長 ： 守山 敏樹（大阪大学） 
 

副実行委員長 ： 太刀掛俊之（大阪大学） 
 

事 務 局 長 ： 白澤 麻弓（筑波技術大学） 
 

幹 事 ： 萩原 彩子（筑波技術大学） 
中島亜紀子（筑波技術大学） 
磯田 恭子（筑波技術大学） 
 

実 行 委 員 ： 望月 直人・中野 聡子・楠 敬太・藤本富美枝（大阪大学） 
井坂 行男（大阪教育大学） 
藤原 隆宏（関西大学） 
藤田 望・生野 茜（関西学院大学） 
村田 淳・辻井 美帆（京都大学） 
仲兼久知枝・脇坂 紗帆（京都産業大学） 
土橋恵美子・日下部隆則・佐久川陽介・山本 理絵（同志社大学） 
窪崎 泰紀（特定非営利活動法人 ゆに） 
三好 茂樹・河野 純大・松久保大作・石野麻衣子・吉田 未来・ 
関戸 美音（筑波技術大学） 

※所属は実施当時

協 力 ： 学生アルバイトの皆様 
（大阪大学・立命館大学・筑波大学・筑波技術大学） 
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11 月 24 日（日）受付 9 時 30 分～ 
午前 全体会Ⅰ／セッション企画                        

 

 聴覚障害学生に関する 
実践事例コンテスト 

【体育館】 

教職員実践事例発表 
【体育館】 

関連団体活動紹介 
【１階ホワイエ/体育館】 

 
 
 
 
 
10:45 
 
 
 
 
 
11:15 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
12:30 
 
 
 
 
 
13:30 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

10:45～12:30 
 
■前半発表 
（10:45～11:35） 
・東京学芸大学 
・千葉大学 
・九州ルーテル学院大学 
・松山大学 
・愛媛大学 
・東北福祉大学 
・札幌学院大学 
・関西大学 
 
■後半発表 
（11:40～12:30） 
・首都大学東京 
・九州大学 
・北星学園大学 
・日本福祉大学 
・宮城教育大学 
・東北大学 
・愛知教育大学 
・大阪教育大学 

10:45～12:30 
《教職員の方のみ閲覧可》

 
※発表者在席時間は 

11:15～12:05 
※その他の時間帯は 

ポスター掲示のみ 
 
 
・宮城教育大学 
・群馬大学 
・群馬医療福祉大学 
・東京女子体育大学 
・東京農業大学 
・目白大学・目白大学短期

大学部 
・小田原短期大学 
・大阪府立大学 
・九州ルーテル学院大学 

10:45～12:30 
【１階ホワイエ】 
■正会員大学・機関紹介 
 パネル展示 
■実行委員校紹介・機関 

パネル展示 
・大阪大学 
・大阪教育大学 
・関西大学 
・関西学院大学 
・京都大学 
・京都産業大学 
・同志社大学 
・特定非営利活動法人ゆに 
 
【体育館】 
■関連団体紹介展示 
・東京大学 障害と高等教育に 

関するプラットフォーム形 
成事業（PHED） 

・京都大学 高等教育アクセシ 
ビリティプラットフォーム

（HEAP） 
・大阪聴力障害者協会 
・ソノヴァ・ジャパン株式会社

・全日本ろう学生懇談会 
・筑波技術大学    他 

12:30～13:15 
ポスターのみ閲覧可能 

12:30～13:15 
ポスター掲示のみ 
※この時間帯は 
教職員以外の方も、 
全ての参加者の方が 
閲覧可能 

 

プログラム 
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前日特別企画は、聴覚障害学生支援に関わるトピックスを取り上げ、ディスカッション

やワークを通じて各テーマへの理解を深めるとともに、参加者同士の情報交換を行い、各

大学等における支援の充実と発展に寄与することを目的とする。 
 
日時：11 月 23 日（土） 13：00～16：00 
会場：大阪大学 吹田キャンパス コンベンションセンター（大阪府吹田市山田丘 1－1） 
 

 対象 タイトル／概要／講師 定員 

１ 教職員 

ワークショップ 
「アセスメントに基づいた合理的配慮と 
支援プランの作成」 

聴覚障害に限らず障害学生支援のアセスメント

及び支援計画作成における基本的な考え

方・方針を踏まえたうえで、聴覚障害学生へ

のアセスメント・支援計画作成におけるポイン

トについて、話題提供を行う。また、架空事

例をもとにしたアセスメントや支援計画を

検討するグループワークを行う。 
 
司会：中野聡子（大阪大学） 
講師：諏訪絵里子（大阪大学） 
   池谷航介（岡山大学） 
   金澤貴之（群馬大学） 
グループファシリテーター： 
   望月直人（大阪大学） 

藤原隆宏（関西大学） 
   生野 茜（関西学院大学） 

脇坂紗帆（京都産業大学） 
   中津真美（東京大学） 

前原明日香（宮城教育大学） 
   藤野友紀（札幌学院大学） 

舩越高樹（京都大学） 
 
 

４５名 

前日特別企画 概要 
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握をすること（図 5 参照）。それは高校生のうちに是非考えてほしいが、大学に入ってか

らも、折に触れて考えていかなければいけないことに気がついた。 
１つ大きな失敗をした体験を話したい。私は聾学校出身のため、高校を卒業するまでは、

手話でコミュニケーションをとっていた。聾学校の時には、自分が支援を受けていると

感じることはあまりなかった。聞こえないことが当たり前の世界であり、手話は当然の

ように身の周りにあった。 
大学へ入学してすぐの頃に、学科のオリエンテーションの中で 60 人の学生が一人ずつ自

己紹介をする時間があった。そして、最後に私にマイクが回ってきた。私は自分の声は

少し変わっていても、周りの人にも通じる声だろうと思っていた。自分の家族や聾学校

の先生方には声だけで話ができることも多かったので、その時も回ってきたマイクを

持って、名前と、耳が聞こえないということを伝え、｢よろしくお願いします｣と挨拶を

した。その時私はパソコン通訳を受けていたが、隣で通訳を担当していた支援学生がマ

イクを持って何か話をして、その場が終わった。 
３年生になった頃、同じクラスの友人に｢実はオリエンテーションの時は、藪田の声は全

く誰にも聞き取れなかったよ｣と言われた。その場で誰にも声が通じなかった、だからパ

ソコン通訳のスタッフが代わりに伝えてくれていたと教えられた。大学生活を送る中で

自分の声は伝わりにくいのだと思うようになっていたが、２年後に聞かされてやっぱり

そうだったんだとわかった。そのことから、私の障害は「情報を得る」という面だけで

なく、「自分から情報を発信する」という面においても課題があることを初めて認識した。

それから支援制度の利用の仕方や考え方も変わっていった。 
自分の障害について、聾学校を卒業する時にはきちんとわかっているつもりでいたが、

実際に健聴者が大勢いる世界に入ってみると、そこで初めて気づかされ、打ちのめされ

ることも度々あった。そうした経験を通して、授業についても『これはこの方法で受け

たい』と、次第に自分のニーズが見えてくるようになった。 
ニーズが見えてきた次には、同じ授業を受けている友人や担当の先生にニーズを伝える

ことが必要になる。細かい所ではあるが、大学の定期試験を受ける際に「試験終了まで

残り何分」と先生から指示される。その内容について、最初は板書を依頼していた。け

れども実際に試験を受けてみると、回答に集中しているため板書の情報に気がつけない

ときがあることがわかった。そこで、板書したことを知らせてもらうために、机をコン

コンとたたいて知らせてもらうという支援を新しくお願いするようになった。このよう

に少しずつアップデートを積み重ね、大学生活を過ごすことができたと思っている。 
 

2.1.3 支援を受けた経験から 
藪田／次に、実際に支援を受けた経験から話をしたい（図 6 参照）。高校生の時からオー

プンキャンパスや説明会に参加し、自分の障害のことを伝え、大学に入った時に支援を

受けることができるかどうかを相談することが大事だと思う。相談を受けた大学側に
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とっても、もしかしたら障害のある学

生が今後入学するかもしれないという

メッセージを受け取ることに繋がり、

良いきっかけにもなる。 
私が受験をしたのは 2009 年で、｢合理

的配慮｣の概念がまだなかった頃であ

る。実際に、事前にある大学へ相談を

したとき「本学ではこれまで聞こえな

い学生が入学しても、皆途中で辞めて

いった。あなたが入学しても支援はできません」と言われたこともあった。ハッキリと｢支

援ができない｣という情報を私に伝えてくれたことは、その大学にとっての誠意であった

のかなと今では思っている。 
入試に向けて、高校を通じて大学と相談をして、様々な支援を受けて試験を受けること

ができた。同志社大学の試験では、面接時に手話通訳も配置されていた。筆記試験の場

合にも、ある大学では試験前の説明を紙で渡していただき、試験終了時には肩を叩いて

知らせてもらった。また、センター試験の際には英語のリスニング試験を免除してもらっ

たが、免除のためには試験を受けるかなり前、８月～９月の頃に大学入試センター事務

局に配慮申請をしなくてはならない。高校生のできるだけ早い時期に受験したい大学の

試験方法を調べ、どんなことで困るのかを考えた上で、高校とも相談して進めて行くこ

とが大切だと思う。 
合格してからは、入学前の２月～３月の頃に大学に相談に行くことを強くお薦めしたい。

相談の相手は、支援を担当する部署の職員、進学する学部の事務職員と学科の代表の先

生。この三者とは、入学前に自分の障害について説明をし、こういった支援を受けたい

という具体的な相談をすることが必要になる。大学は縦割りの組織で動いているため、

支援室だけが頑張っていても、学部や先生の理解がなければうまく進まないことが多い。 
また、入学以降にわかったことだが、支援を受ける中でもニーズは変化する。私の場合

は、自分が情報を発信するという面に課題があることに気がついた。それを感じたのは、

３年生のゼミが始まる頃だった。多くの大学では、学年が上がるにつれて少人数で意見

交換をしたり、議論することが中心の授業が増えていく。私の場合には支援室と十分に

相談をして、授業に応じてパソコン通訳の画面を投影するためのプロジェクターを借り

る方法を取った。それにより、同じ授業を受けている友人や先生にも、藪田には今どこ

まで情報が伝わっているのかを共有してもらえる。また、自分が発言する際にはパソコン

通訳のパソコンを使い入力し、プロジェクターに映したものを見てもらう形にした。こ

れは入学前には必要性を感じなかった支援の方法であり、実現には周囲の学生や先生に

協力を得ることが不可欠であった。 
様々な支援の方法があるが、授業によってもそのスタイルは変わってくる。私は考古学

図 6 支援を受けた経験から 
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2016

[1] 2017

http://www.consortium.or.jp/project/dss/dssformat
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[2] 2015

https://www.jasso.go.jp/gakusei/tokubetsu_shien/guide_kyouzai/guide/index.html 
2020 3 6

[3] PEPNet-Japan
2005

http://www.pepnet-j.org/ 
2020 3 6
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「手話通訳ニーズに応えるためのコーディネート体制のあり方」セミナー報告 

 
白澤麻弓 1），松﨑丈 2），中島亜紀子 1） 

筑波技術大学 障害者高等教育研究支援センター1），宮城教育大学 教育学部 2） 

 

要旨：本セミナーでは、大学における手話通訳支援を行っていくためには大学

自身が必要なリソースを生み育てていく視点が必要との認識に立ち、実際の事

例をもとによりよい手話通訳支援につなげるための体制構築のあり方について

議論を行った。ここでは、①地域センターとの連携、②大学への登録と直接依

頼、③職員としての雇用という 3 つの事例を紹介したほか、聴覚障害教職員を

中心に据えた支援体制構築の可能性について触れた。あわせて、こうした事例

の一つとして宮城教育大学における手話通訳活用事例を報告いただき、実際に

どのような工夫・指導ができるのかを学んだ。 

キーワード：聴覚障害学生支援，手話通訳，コーディネート 
 

1．はじめに 
大学で学ぶ聴覚障害学生の増加にともない、手書きノートテイクやパソコンノートテイ

クなど、文字による支援については、全国的な広がりが見られている。しかし、手話通訳

を利用している大学は少なく、日本聴覚障害学生高等教育支援ネットワーク

（PEPNet-Japan）の正会員・準会員大学を対象に行った調査の中でも、授業の中で定期的

に手話通訳を配置している大学は、70 校中わずか 8 校に過ぎなかった（白澤・吉川・江原，

2019）[1]。この背景には、技術のある通訳者の不足や地域のリソース不足等が指摘されて

おり、大学において効果的に手話通訳支援を行っていくためには、大学自身の手でリソー

スを生み育てる努力が不可欠であると考えられる。 
そこで、本セミナーでは、以上のような現状をふまえ、限られたリソースの中で実際に

専門的な授業における手話通訳支援を導入している大学の事例を複数取り上げながら、手

話通訳支援を可能にする体制について議論した。セミナーの中では、まず白澤より平成 30
年度に実施した厚生労働省受託研究の結果[2]を元に、手話通訳支援を可能にするために各大

学でとられている体制について、いくつかのパターンを提示し、講師の松﨑より、宮城教

育大学における事例を報告した。以下、それぞれの講師による話題提供の内容を中心に当

日の様子を報告する。 
  
2．話題提供 1：大学における手話通訳ニーズとコーディネート体制（白澤麻弓） 
2.1 大学における手話通訳ニーズ 
 大学において手話通訳支援を提供する際、まず問われるのが「文字による支援では不十

分なのか？」ということだろう。実際に、現在多くの大学では手書きやパソコンによるノー
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図 1 セミナーの様子（写真） 

トテイク支援が行われており、学生によっては非常に高い技術を有している例もある。こ

れらの支援手段が普及しつつある今、それでも手話通訳が必要な理由は何なのだろうか。

この答えを見つけるためには、文字通訳と手話通訳、それぞれの長所・短所を押さえてお

く必要があるだろう。 

 まず、文字通訳の最大の特徴は、日本語を日本語のまま伝えられるという点にある。こ

のため、用語や用いた言い回しを正確に伝えることができるという点で非常に長けている。

一方で、即時性・双方向性という点では劣る部分もあり、自然な会話に参加しようと思う

なら、やはり手話通訳の方が向いている側面は多い。また、文字では抑揚や強弱といった

韻律情報が伝達しづらいため、言葉の内容はわかってもその裏にある話者の意図がつかみ

づらいなど、細部の表現性に欠ける部分がある。この点、話し言葉である手話は、単語に

多くの韻律情報を添えて伝える事ができるため、相手の言いたい事がはっきりわかるとい

う利点がある。さらに、話し方が伝わってくるため、聴覚障害学生にとっての言語モデル

として機能しうるという側面や、対話をしている際のちょっとしたタイミングや意味のズ

レを通訳者がカバーしたり、さりげなく修正したりしてくれるため、聴覚障害者が活躍し

やすい環境づくりにも一役買ってくれるという側面もあるだろう。 

 ただし、手話通訳にも当然弱点はあるため、手話通訳のみで支援が完結するものではな

い。むしろ、手話通訳と文字通訳の両方があってはじめて必要な選択肢が揃うものであり、

これらを選択あるいは併用できる環境を作っていくことが重要だと考えられる。 

 
2.2 コーディネート事例 3 選＋1 
 前項で述べたとおり、文字通訳とは異なる利点をもった手話通訳であるが、大学で導入

しようとすると、人材やリソースの不足に悩まされる例が多い。そこで、本話題提供では

平成 30 年度に筑波技術大学が厚生労働省からの受託を受けて実施した調査結果を元に、リ

ソース不足の中、手話通訳支援に取り組んでいる大学の事例を 3 つのパターンにわけて紹

介したい。 
2.2.1 地域センターとの連携 
 1 つ目は、地域の手話通訳派遣センター（以下、地域センター）と連携して手話通訳の派

遣を行い、互いに協力しながらよりよい支援に

つなげている例である。これらの事例は、地域

センターと相談して、複数名の手話通訳者によ

るチームを構成し、これらのメンバーを中心に

より質の高い支援を行っているものである。具

体的には、支援を開始するまえに、話し合いの

場を設定して、授業の内容や聴覚障害学生の

ニーズ等、詳細な事前情報を伝えるとともに、

毎回の授業でも早めに大学に来てもらうなどし
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て、十分な準備の上、支援にあたってもらうという方法である。また、授業終了後には、

手話通訳者同士で振り返りを行い、記録を作成して、支援室職員に伝え、職員から担当教

員や聴覚障害学生等に取り次ぐ事で、よりよい支援環境を構築している。さらに、聴覚障

害学生からもニーズを聞き取って通訳者に伝達したり、授業概要や授業の流れ、各種用語

等を蓄積して、チームの中で引き継ぐなどの工夫がなされていた。 

 ただ、多くの地域では、コミュニティに対する派遣だけでも手一杯な状況があり、毎週

行われる授業への派遣は、そもそも受け付けていないケースも多い。また、派遣条件に一

定の縛りがあり、思うように準備時間を取れなかったり、意見交換会への出席などは派遣

対象にならないため、別途手続きが必要になるなど、必要な環境を構築するためには超え

なければいけない壁があるのも現状である。 

 

2.2.2 大学への登録＆直接依頼 
 2.2.1 で述べたような制約を解消し、より効果的に支援体制を構築しようとしている大学

の中で取られているのが、地域センターと相談の上、大学での手話通訳を担ってくれそう

な通訳者を募集して、大学に直接登録してもらう方法である。この中では、ちょうどノー

トテイカーのコーディネートを行う時と同じように、通訳案件ごとに、大学から通訳者に

連絡をして、都合がつく方の中から適任者を選んで依頼する形が取られている。 

ただし、これらの手話通訳者は、地域センターを離れて個人として手話通訳活動を行う

ことになるため、大学として通訳者の身分保障や研修・相談体制について検討することも

重要になってくる。このため、実際に通訳を依頼する際には、前章と同様、授業ごとに必

要な話し合いやフォローアップを重ねたり、通訳者同士の勉強会や意見交換会を開催する

などして、手話通訳者が負担をため込まず、より質の高い支援を提供できるような環境整

備が行われている。そして、この際に重要になってくるのが、柱となる人材である。手話

通訳者が抱えがちな問題を理解し、適宜相談にのったり、必要な環境を整えたりするため

には、通訳について一定程度の知識を持った人材が必要とされる。ここには、手話通訳資

格を有するコーディネーターなどが候補とされ、実際に話を伺った中では、ほとんどの大

学でこうした方々が中心になって体制を動かしていた。 

 

2.2.3 職員としての雇用 
 一方、大学の中には、前項で述べたような柱になる人材として、手話通訳者を雇用し、 
OJT（現場研修）として、自身も手話通訳のトレーニングを積み重ねながら、外部通訳者

と共同で手話通訳を担当していく形をとっているところもあった。こうした人材は、登録

している手話通訳者に必要な研修を行う際の企画を担当したり、必要な OJT を提供する上

で、キーパーソンとして動いてくれる可能性があり、学内の情報保障環境充実のために、

大いに寄与しているとのことだった。また、学部教員を巻き込んで研修を行ったり、聴覚

障害学生のニーズに基づく勉強会を開催する、地域センターとの共同でより幅広い人材を
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図 2 筆者（白澤） 

（写真） 

集めていくための中核にもなり得るもので、今後、目指していくべき方向性の一つとして

考えられるだろう。 
  
2.2.4 さらにステップアップ 
 前項のような形で手話通訳者を採用したときに、最も重要に

なってくるのが、やはりこうした手話通訳者へのフォローアップ

だろう。ノートテイクと同様、手話通訳という仕事には大きな責

任がのしかかるため、本人へのメンタルヘスケアや自分自身が技

術研鑽できる環境の構築は非常に重要である。特に、大学におけ

る手話通訳は、専門性も高く、求められる内容も大きいため、常

に自分の技術では不十分という不全感を負いがちである。 

 こうした手話通訳者にかかる負担を軽減し、精神的・技術的な

支えになりうるのが聴覚障害のある教職員の存在である。実際に調査の中でも、聴覚障害

教職員を中心に据えた手話通訳体制の構築が非常に効果的とする意見も聞かれていた。こ

れは、聴覚障害学生支援の基軸になる聴覚障害者を募集し、職員または教員として採用す

ることを想定したもので、自分自身が手話通訳を利用しながら、その現場を手話通訳者の

OJT として提供し、終了後に振り返りや技術的な指導を行って、大学で求められる技術を

養成していくものである。こうした聴覚障害者の存在は、聴覚障害学生のニーズを引き出

したり、その場の教育目標等を鑑みながら、学生本人の成長に繋がる支援を提供していく

ためにも有効で、学内の理解啓発を含む情報保障環境充実のために主翼を担う存在となり

うると考えている。 

 実は、次に話題提供をいただく松﨑先生は、まさにそうした存在であると思っている。

もちろん、皆さんの大学の中では、即座にこうした人材を雇用したり、手話通訳者の養成

研修に寄与できるような土壌がない場合も多いと思うが、その際にも近くの拠点大学にこ

うした機能を持った大学があるとして、そうした大学との連携でできることなども想定し

ながら話を聞いていただけると良いと思う。 

 

3. 話題提供 2：地域の人材と協同で築く手話通訳支援の事例（松﨑 丈） 
3.1 自己紹介 
学部から修士課程まで宮城教育大学に在学し、その後、東北大学大学院博士課程を経て、

教員として宮城教育大学に採用された。私の場合は学生時代から宮城県で過ごしていて、

長い間地域の手話通訳との付き合いがあったという背景の中で、どのようにコーディネー

ト体制を整えてきたかをお話ししたい。白澤先生から、大学での手話通訳支援の先進例だ

と紹介されたが、確かに、他の地域で全く同じ手法で臨むのは難しいかもしれない。ただ、

一連の話の中で少しでも皆さんの参考になり、取り入れていただける部分があれば嬉しく

思う。 
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図 4 ①派遣団体との関係づくり 

3.3  大学教員として採用されてから 
私の大学の場合、手話通訳の

担い手は、センターから派遣さ

れる地域の通訳者と、しょうが

い学生支援室のコーディネー

ターとして雇用した手話通訳資

格を持つ職員がいて、それぞれ

役割を分けている。支援室職員

が通訳を担うのは、私が担当す

る授業の通訳のみで、その他学

内の行事関係はすべて派遣セン

ターから派遣を受けている。 

（今日の話題提供では職員が担当する通訳業務については割愛する。） 
地域から派遣を受ける場合、まずは派遣センターのコーディネーターとの関係構築が大

切で、私は特に 3 つのことに留意していた。（図 4 スライド参照） 
① 学術分野に対応できる通訳者は非常に限られるため、十分な技術のある通訳者だけに

依頼するのではなく、まだこれからという人材とペアで担当してもらい、助言しなが

ら経験を積んでもらうという長期的な視点を大事にした。こうした方針は派遣セン

ターのコーディネーターと相談の上で共有した。通訳者にとっても、コーディネート

の方針が明確であることが安心につながった。 

② コーディネーターと顔を合わせる機会にはこまめに声をかけ、通訳確保に奔走する精

神的な負担を和らげたり、通訳者の状況を共有したりするように心がけた。 

③ 通訳資料は必ず期日までに提供し、不必要に負担をかけないようにした。事前の情報

提供は、コーディネーターとの信頼関係づくりの観点からも非常に大切だと言える。 

 

3.4 現場での通訳者との関係づくり 
通訳の前には、通訳者が安心して現場に入れる雰囲気づくりに努め、学生たちに通訳者

を紹介したり自分から挨拶の声かけをしたりした。 
通訳中は、通訳者の技量に合わせて話す速さなどを調整した。できるだけ「失敗した」

ではなく「うまくいった」と感じて通訳を終えてもらえるようにと考えた。そうすること

が次の通訳につながっていくと思っている。 
通訳が終わった後の留意点としては、通訳中に行き詰まった部分をただ指摘するのでは

なく、どうしてうまくいかなかったのかまず通訳者に尋ねて一緒に課題を整理するような

やりとりをした。また通訳の反省会にはできるだけ自分も参加して、課題点について十分

掘り下げた話し合いができるよう後押ししたり、コーディネートに関する要望等について

意見をもらったりした。 
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図 5 筆者（松﨑） 

（写真） 

3.5 手話通訳ニーズの顕在化 
手話通訳との関係づくりに関して、手話通訳を使いたいと思っている聴覚障害学生（特

にデフファミリーの学生）の存在に関して触れたい。彼らは手話はできるものの、手話通

訳に対するニーズを具体的に言語化し、表明するには至っていなかったため、どんなニー

ズがあるのか改めてヒアリングを行った。 

まず学生たちに、学術レベルに対応できる通訳人材はまだまだ足りていないという現状

と、通訳者を育てるには自分たちがニーズを伝えていくことが必要であるということを説

明した。そして、PEPNet-Japan の「大学での手話通訳ガイドブック」[3] 付録の通訳映像

教材を使い、自分にとってわかりやすい通訳のタイプを選んでもらい、なぜそれを選んだ

のかを細かく確認する方法で、学生のあいまいなニーズを顕在化させていった。さらに、

うなずきが多すぎると文の切れ目がわかりにくい、専門用語の表現に口形がはっきりつい

ていると、日本語が想起しやすくノートが取りやすくなる、といった具体的なニーズまで

引き出し、文章にまとめて通訳依頼と一緒に派遣センターに提供した。同様に読み取り通

訳についても、学生へのヒアリングでニーズの掘り下げを行ったが、詳細は時間の関係で

割愛する。 

 

3.6 通訳の質担保（技術の向上）のための取り組み 
これまで自分自身が培ってきた手話言語学や手話通訳の知識、

およびコーディネートの経験などをもとに、通訳者をフォローす

るための取り組みをしてきた。次の 3 点を紹介する。 

①専門用語の手話表現 DVD  
例）「かかわる」「かかわりあう」にあたる手話表現は、コミュニ

ティ通訳の中では同じ手話表現を使っても問題ないかもしれ

ないが、聴覚障害児教育の領域では意味合いが異なるので表現

も分ける必要がある。そうした例を 170 ほど収録して DVD にま

とめた。担当する通訳者が変わっても表現が統一されてわかりやすいという効果もあっ

た。 

②研修等の講師として通訳者養成に貢献 

例）聴覚障害のある学生はどのような手話通訳ニーズをもっているのか 

  高等教育で扱われる談話にはどのような特徴があるのか 

  研究発表の構成（研究の目的・方法・結果・考察） 

  論理的思考を磨くためのトレーニング など 

③映像教材としてデータを提供 

研修用のデータとして、授業や各種時の映像を録って派遣センターに提供した。通訳者が

読みとって日本語に翻訳したものを提出してもらい、添削して返すといった対応も行った。 
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3.7 まとめ 
今日話したような実践を通して、現在も、通訳者のスキルアップを図るための方法につ

いて工夫と研究を重ねている。 
 
4．手話通訳支援を行う上での留意点 
 本セミナーでは、地域センターと連携しつつ、大学独自に手話通訳の登録や雇用を行う

例について紹介した。最後に、こうした取り組みを行う上で、留意すべき点があるので、

これらを掲載することでまとめに代えたい。 

① 手話通訳者のほとんどは、地域センターに登録しながら、地域での活動も並行して行っ

ている方々だということを忘れないでほしい。このため、大学が何らかの取り組みを始

める際には、地域センターと良好な関係性を築いていく必要があるし、手話通訳者に対

しても、これからも地域で手話通訳を担っていく人材として、地域センターとの関係性

には十分な配慮をして欲しい。 

② 大学で手話通訳を担えるレベルの手話通訳者は、非常に専門性が高く、地域の中でも主

力選手である事が多い。このため、大学の中でそうした人材を占有し、地域の手話通訳

派遣体制の機能低下を招いてしまうことのないよう、十分な配慮が必要となる。 

③ 手話通訳には、頚肩腕症候群などの職業病もある。地域と大学など、依頼元が複数にな

ると、一人の手話通訳者にかかっている負担の大きさを把握できる機関がなくなってし

まうため、手話通訳者の健康管理にも十分な配慮が必要である。 

④ 大学の手話通訳は、専門性も高く、求められるものが非常に大きいため、常に不全感を

抱えがちである。より質の高い支援体制を構築していくためには、こうした手話通訳者

の悩みを聞いたり、スキルアップのための研修会を開催するなど、十分な心のケアと身

分保障が不可欠になる。 
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アンケート結果で非常に衝撃的だったのは、聴学生と比較して、アクティブ・ラーニング

への実質的な参加度が低いと感じている聴覚障害学生が多かった点である。文部科学省「障

害のある学生の修学支援に関する検討会報告（第二次まとめ）」［4］に「障害のある学生が障

害のない学生と平等に参加できるようにアクセシビリティを確保することが重要である」

と記載があるが、平等な参加が実現できていないことが明らかになったと言える。 
 ただし、「参加度」は低いと感じていても、自分が受けているサポートへの満足度は高い

傾向があった。なぜ、このような結果になったのだろうか。例えば、グループワークで受

けている支援について、聴覚障害学生に様子を聞くと「大丈夫です」と答えることがある

と思うが、それはさまざまな配慮をしてもらっていることに対する感謝の気持ちや、「支援

を受けても実質的な参加ができない部分はあきらめるべき」という気持ちからの発言かも

しれず、本当の意味では「大丈夫」ではない場合があることに留意が必要である。支援室

や大学は、聴覚障害学生の参加度を高められる有効な支援や環境調整を打ち出せていない

という現実に向き合う必要がある。 
グループワークやディスカッションにおいて「参加度」を下げる最も大きな原因は、聴

覚障害学生が発言しにくい、ということにある。その背景として、大きく 4 つの要因があ

り、相互に影響しあっている（中野スライド 3）。例えば聴覚障害学生が発言のタイミング

をつかむことに関して言えば、「複合移行適格場」（Ford、 C.E.& Thompson、S.A.（1996）
［5］）をとらえることの困難さが挙げられる。ああこのへんでこの人の会話が終わるな、と

いうのは、イントネーションや統語、語用論的につかむのだが、これが通訳の中に十分に

反映されていなければ、聴覚障害学生は自分の発言タイミングを逃してしまう。この他に、

情報保障を介することによるタイムラグや情報の欠如、入力と出力形式の違いも大きく影

響する。このように、グループワークやディスカッションへの参加困難さは、情報保障を

つけるだけでは解決しきれない、複雑にからみあったものであることを念頭に置く必要が

ある。 
 グループワークやディスカッションでの支援について考える際、聴覚障害学生だけでな

く支援室スタッフにも、心のどこかで「（参加できないのは）仕方がない」という諦めの気

持ちがあるのではないだろうか。聴覚障害学生も支援スタッフも何らかの支援を実施して

みて、「ここまでやったのだから仕方ないよね…」と心情的に納得しようとする前に、なん

となく心の隅にひっかかっている「参加を阻害している要因」を分析的に捉える姿勢が必

要であろう。 
阻害要因には、①情報保障要因、②人的環境要因、③個人要因があり、特に②は①の「通

訳のしやすさ」に大きく影響し、②と③は影響しあう関係にある（中野スライド 4）。聴覚

障害学生の参加を阻害する大きな要因となっているものを探り、どれを調整すべきか検討

していく。その際、三角形の形は問わず、トータルの面積が大きくなるように調整するこ

とが重要である（中野スライド 5）。例えば聴覚障害学生が 1 年生で、場のコントロールが

まだ難しいだろうと判断した場合は、情報保障を改善したり（情報保障要因へのアプロー
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チ）、聴覚障害学生について周囲への理解を求めたりして（人的環境要因へのアプローチ）、

個人要因をカバーしていく方法が考えられる。 
しかし、人的環境要因に関しては、聴覚障害者にどのような配慮が必要か頭でわかって

いたとしても、なかなか行動に結びつかないということもある。聞こえる人が聞こえない

状態をずっと意識し続けるのは難しく、また、実際に有効な配慮に結びつけて実践する力

には個人差がある。目指すべきは、その場面の構成員全員が完璧な配慮を行えていること

ではなく、配慮が漏れてしまったときに、ぎくしゃくせずにさらっと指摘しあえる関係、

あるいはお互いの得意／不得意を調整しあって落としどころを作っていける関係である。 
大学での学びにおいて、他者の考えを知り、意見を交わすことによって研ぎ澄まされる

力は、非常に重要なものであり、独学では得ることができない。今のアクティブ・ラーニン

グで生じているバリアの状況について、支援室のスタッフも聴覚障害学生も、改善できる

要素は何か、を今一度考えてみてほしい。教員や周囲の学生の協力が得られにくい、すべ

て外国語でやりとりが進むなど、さまざまな超えがたいバリアが生じているケースもある

だろう。改善には時間がかかることもある。いろいろやってみたけれども、やっぱりしん

どい…。そのときに、「仕方ないよね…」のことばが、聞こえる／聞こえないに関係なく重

みを持って共有される。今回を機に、改めて「参加」の本質について考えていただければ

と思う。 
 
3．まとめにかえて 
村田／それぞれのお話は「安心」がキーワードだったように思う。最後に講師から一言ず

つお願いしたい。小佐野先生には、心理的側面について。有海先生には周囲の理解を得

ることについての利用学生の意識付けに関して。中野先生には、｢参加｣は何を生み出す

のか、なぜ我々が「参加」に拘るのかについて。 
小佐野／情報保障があっても充分に「参加」できるわけではない。お互いに気持ちよく「参

加」するためにも、日頃から指摘し合える関係を作ることが大事だと思う。 
有海／聴覚障害学生には 4 年をかけて、周りに説明していく力を身につけて欲しいと思う。

支援者には、聴覚障害学生と対話し、時には代弁しながら、後押しをして欲しい。 
中野／様々な背景を持つ人々が議論に参加することで化学反応が生まれ、新しい知が生み

出される。それが大学での学びのおもしろさであり、ダイバーシティによる知の創出で

ある。聴覚障害学生も多様性を持つ人々の１人。聴覚障害学生が高等教育機関の教育や

研究に「参加」できることで新しい化学反応が生まれ、それが大学全体のメリットにつ

ながる。大学関係者が、それぞれの立場で聴覚障害学生の本質的な「参加」の実現に向

けた努力を継続してほしい。 
村田／すべての学生は、場に参加し、お互いの関係性から学び合い、大学という場の価値

を作り出す一員であると思う。1 人の学生がそこに参加できないことは、大学としての 
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価値そのものを 1 つ失ってしまうことと同義である。すべての学生が価値を生み出せる

存在であれるよう、大学として必要なことは何か、今一度考える場となることを願い、

結びとしたい。 
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図 5 全体会企画の様子（写真） 
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 コンテスト参加団体 30 秒アピールでは、発表者が舞台上に登壇し、各 30 秒で自らの取

り組みや発表の見所を発表した。発表方法や情報保障の方法は、各団体で決定することとし

た。その結果、聴覚障害学生が手話で発表し、それを横で聴者の支援学生が読み取る団体や、

発表者全員で登壇し、全員で手話を使って大学名を表現する団体、横断幕を掲げる団体など、

様々な工夫が見られ、参加者を楽しませた。同時に、その後のポスター発表でどの団体に話

を聞きに行くかの参考にできたようだった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1.3 ポスター発表及び表彰 
1.3.1 方法 

ポスター発表では、参加団体があらか

じめ作成したポスターを掲示し、その前

で発表及び質疑応答を行う形で実施し

た。今年度は 16 団体が応募し、これを前

半（10 時 45 分～11 時 35 分）、後半（11
時 40 分～12 時 30 分）に分けて発表す

ることとした。  
参加者は、各団体の発表を見て、応援

したい、参考になるなど、良いと感じた団

体に対して一人 2 票投票が可能であり、得

票数の多い大学に対して表彰を行った。また、プレゼンテーション賞は、障害の有無やコ

ミュニケーション手段の違いに関わらず、全ての人に伝わる工夫を行った団体に対して授

与するもので、審査員が立場を隠して各団体の審査を行い、評価の高かった団体を受賞団体

として決定した。 
 全ての賞は、全体会Ⅱの表彰式（15 時～15 時 30 分）で授与を行った。 
 
 

図 1 30 秒アピールの様子（写真） 

図 2 ポスター発表の様子（写真） 
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1.3.2. 応募状況及び結果 
今回は、16 大学から応募があり、投票及び審査の結果、表 1 の通り受賞団体が決定した。 

 
表 1 投票及び審査結果 

 

 
1.4 発表内容 
 PEPNet-Japan 賞を受賞した宮城教育大学は「前進～共に歩むために～」をテーマとし

たポスターであった。利用学生、支援学生、運営スタッフが共に歩む様子をウサギとカメに

例え、新たな活動を紹介する映像や広報誌の作成など、お互いの距離を縮め、考えを共有す

るための取り組みを発表した。また、準 PEPNet-Japan 賞を受賞した関西大学は、高校ま

で支援がなかったとある聴覚障害学生と、学生を支えるスタッフの大学入学後 4 年間の歩

みを、手書きのかわいらしく、わかりやすいイラストで紹介した。 
 発表全体を通して見ると、情報保障の質的向上を目的とした取り組み、音声認識技術等支

援技術を用いたサポート、授業以外での支援活動など、幅広いテーマが見られたが、特に聴

覚障害学生・支援学生・教職員間のコミュニケーションを円滑にするための工夫や実践が多

く紹介されていた。 
また、プレゼンテーションスキルや障害の有無、コミュニケーションモードに関係なく、

誰にでも伝わる発表を行ったのかどうかを基準とした「プレゼンテーション賞」は、多様な

背景をもつ複数の審査員が発表を見て回り、審査を行った。この結果、最も評点が高かった

賞 受賞団体 
PEPNet-Japan 賞 宮城教育大学 

しょうがい学生支援室 聴覚しょうがい部会 
準 PEPNet-Japan 賞 関西大学 学生相談・支援センター 
グッドプラクティス賞 大阪教育大学 障がい学生修学支援ルーム 
新人賞 東北大学 特別支援室 利用学生・学生サポーター 
プレゼンテーション賞 九州ルーテル学院大学 障がい学生サポートルーム 
奨励賞 東京学芸大学 障がい学生支援室 

首都大学東京 ダイバーシティ推進室 
千葉大学 ノートテイク会 
九州大学 障害者支援ピア・サポーター 
北星学園大学 アクセシビリティ支援室 NoteTakers 
松山大学 学生支援室 障害学生支援団体 POP 
日本福祉大学 学生支援センター 学生スタッフ 
愛媛大学 障がい学生支援ボランティア 
東北福祉大学 障がい学生サポートチーム 
札幌学院大学 アクセシビリティ推進委員会 
愛知教育大学 情報保障支援学生団体てくてく 
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九州ルーテル学院大学が受賞した。評価の高かった大学は、一方的にパンフレットや説明資

料を渡すだけでなく、発表を聞きに来る方に対する積極的な働きかけやコミュニケーション

上の工夫が見られた。 
表 1 の PEPNet-Japan 賞からプレゼンテーション賞受賞団体のポスターについては、167

ページ以降に掲載している。奨励賞も含めた全てのポスターは、当日資料及び PEPNet-
Japan ホームページのシンポジウム報告ページにも掲載しているため、ぜひご覧いただき

たい。 
   
1.5 まとめにかえて 
今年も様々なテーマをもとに発表、活発な情報交換がなされていたが、関係者間のコミュ

ニケーションに関する課題が多く取り上げられていた点は、昨年度と共通しており、昨今の

聴覚障害学生支援における重要なトピックスの一つと言えるのではないか。 
また、本コンテストは学生が主たる発表者となって活躍しているという点で、他に類を見

ない企画となっている。事務局には「コンテスト参加を契機として、学生たちが活動を振り

返り、課題を整理し、未来に向けた議論ができる」といった、プロセスに価値を見出す大学

の声や、「学生たちの頑張りが目に見える形で承認される」といった声など、情報交換の場

としての価値だけではない、多くの肯定的な意見が寄せられている。障害者差別解消法が施

行され、合理的配慮の提供が大学の責任で行われつつある今、それを支える学生にフォーカ

スが当たる企画を今後も継続することが望まれているのではないか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2．教職員による聴覚障害学生支援実践発表 2019 

2.1 はじめに  
「教職員による聴覚障害学生支援実践発表」は、2016 年よりシンポジウム内企画として実

施している。対象者は、聴覚障害学生支援に関わる教職員であり、自らの実践を報告し、参

加者と共有することで、新たな支援実践につなげることを目的としている。 
 今年度は 9 大学の関係者よりご発表をいただき、大変充実した情報交換の場とすること

ができた。本稿ではこの様子を報告する。 

図 3 表彰式の様子（写真） 
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2.2 概要 
 本企画は、セッション企画の一つとして、シンポジウム当日の 10 時 45 分～12 時 30 分

に実施し、うち 11 時 15 分～12 時 5 分は発表担当者による説明を必須とした。 
 企画実施時間の参加対象者は教職員とした。これは、本企画が教職員同士で密な情報交換

を行うことを目的としているためである。ただし、学生やその他関係者にもニーズがあるこ

とから、教職員以外の参加者が見て差し支えないと発表者が判断した場合に限り、昼休憩中

もポスター展示のみを継続し、自由に見ていただけるようにした。 

 
2.3 発表内容及び発表者 
発表内容及び発表者は表 2 の通りである。 
今年度の発表も、大学における手話通訳者養成プログラム、外国語科目や実技科目におけ

る支援実践、学内外に向けた研修会等、多岐に渡るテーマで発表がなされ、どのブースも熱

心な情報交換がなされていた。 
各発表の詳細は、当日資料の巻末に掲載している。ぜひお読みいただきたい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4 発表の様子（写真） 図 5 発表の様子（写真） 
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3．関連団体活動紹介 

3.1 はじめに  
本企画は、大学間・関連機関間のネットワーク形成と活性化に寄与することを目的に、

セッション企画の一部として実施したものである。聴覚障害学生や支援担当教職員等が地

域で活用可能な支援に関連する社会資源を知るための場としての効果を期待し、実行委員

会でも検討したうえで、開催地の関連団体等に呼びかけ、実施している。 
 
3.2 内容 
 聴覚障害学生支援に関わる周辺領域の諸機関に依頼し、以下の団体に出展いただいた。 
【関連団体紹介】 

● 東京大学 障害と高等教育に関する 
プラットフォーム形成事業（PHED） 

● 京都大学 高等教育アクセシビリティ 
プラットフォーム（HEAP） 

● 関西学院大学 手話言語研究センター 
● 国立民族学博物館 日本財団助成手話言語学 

研究部門（みんぱく手話部門） 
● 社会福祉法人 全国手話研修センター 
● 公益社団法人 大阪聴力障害者協会 
● 全日本ろう学生懇談会 
● ソノヴァ・ジャパン株式会社 

【筑波技術大学 活動紹介】 
● 産業技術学部 
● 障害者高等教育研究支援センター 
● 教育関係共同利用拠点「障害者高等教育拠点」 

事業 
● 聴覚障害者のための社会連携・協調型教育 

拠点の構築事業（高大連携プロジェクト） 
● 聴覚障害者のためのキャリアサポート 

センターの設置事業（※日本財団助成事業） 
● 遠隔情報保障システム「T-TAC Caption」 
● 誰もが学び・楽しめる博物館を！手話ガイド育成支援プロジェクト 
● ISeee TimeLine によるリアルスポーツイベントの次世代の情報保障 
● ウェブベース遠隔 PC 文字通訳システム「captiOnline」 
● 大学院技術科学研究科「クラウドソーシングによる手話文字通訳」 
 

図 6 関連団体紹介 説明の様子 

（写真） 

図 7 筑波技術大学活動紹介説明の様子 

（写真） 
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【PEPNet-Japan 紹介】 
● 正会員大学・機関活動紹介 
● 実行委員校・機関活動紹介ならびに各校紹介スライドショーの上映 
● PEPNet-Japan 活動紹介・成果物（各種教材）展示 

 
本シンポジウムでは、2 会場にて各種団体紹介を実施し、いずれも多くの参加者が各ブー

スに足を運び熱心に説明を聞く姿が見られた。コンテスト等と同会場に設けた会場では、大

学と聴覚障害者支援、情報保障支援に関わる各種団体が相互に活動の様子を知り、参加者と

の交流を図る場となっていた。また、筑波技術大学における各種プロジェクトの取り組み紹

介の展示にも、多くの参加者が訪れ、最先端の支援技術に関する意見交換がなされた。 
 コンベンションセンター1 階ホワイエでは、PEPNet-Japan や、正会員大学・機関、実行

委員校・機関の紹介のパネル展示が行われた。さらに初の試みとして「実行委員校・機関紹

介スライドショー」を上映し、各校の障害学生支援の取り組みや支援室の様子を紹介した。

直接各大学を訪問することは叶わなくとも、実際の様子や特徴を、映像を通して知ることが

でき、多くの参加者が足を止めて鑑賞している様子が見られた。本企画は、今後も各開催地

域で関連団体との連携を図りながら実施していきたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4．聴覚障害学生支援に関する個別相談 

4.1 はじめに  
 本シンポジウムは、聴覚障害学生支援に携わるさまざまな属性の方が、新しい情報や人と

の出会い、他大学での実践事例などを求めて参加されており、それらに応えるための多様な

形態の企画で 2 日間のプログラムを構成している。中でも、参加者個々が抱える支援上の

困難や悩みについて、個別に話を伺い情報を提供する場として、個別相談の企画を設けた。

図 8 正会員大学・機関活動紹介 

実行委員校・機関活動紹介 

展示の様子（写真） 

図 9 実行委員校・機関活動紹介 

スライドショーの一部（写真） 
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各参加者が自律的に情報収集し、必要な人材とコンタクトを取って行くのを後押しできる

よう、相談希望者には事前に相談内容を確認し、内容に応じて相談員を割り振って実施した。

本稿では、個別相談企画の実施状況と今後の課題について報告する。 
 
4.2 内容  
4.2.1 受付と対応の体制 
 これまでのシンポジウムにおいても、個別の相談に対応する趣旨で「相談コーナー」（第

8 回～第 11 回）や「懇談コーナー」（第 13 回）を設け、事前予約不要で気軽に立ち寄れる

常設企画として、対応者と 1 対 1 で話したり、複数の参加者と共に意見交換をしたり、柔

軟なやり取りができる場を提供してきた。 
今回は、対応者が事前準備をして、短時間の相談時間内でも効果的な情報提供ができるよ

う、事前申込制・定員制（10 名）とし、相談したい内容をあらかじめ確認した上で実施す

ることとした。但し、事前の申込がなく当日来場して相談や質問を希望する参加者がいた場

合には、「当日受付」に案内し、改めて別の機会に相談対応できるよう、予約・調整する場

も設けた。その結果、事前申込で 9 名、当日受付で 2 名の来場があった。 
 
4.2.2 当日の様子 
 個別相談は、1 件当たり 30 分とし、相談員が原則 2 名ずつで対応する形をとった。対応

体制については、助言内容に偏りが出ることを防ぐと同時に、複数から情報を得ることで幅

広い事例や情報に触れられることを相談者が体感し、積極的に情報収集することへの肯定

感につながることを期待し、2 名体制とした。相談員は、PEPNet-Japan 運営委員、相談対

応事業委員、正会員大学・機関で障害学生支援に携わる教職員から合わせて 9 名の方に担

当いただいた。 
 参加者は主に大学教員や支援室職員であったが、その他、聴覚障害学生が職員等と一緒に、

あるいは一人で来られたケースもあった。それぞれ現状で抱えている課題について、相談員

が基本的な情報提供を行い、例えば支援室職員の支援体制に関わる相談については、他大学

の事例を紹介するとともに、それら事例を参考として体制作りを進めるにあたってのポイン

トなどについて助言を行った。 
 
4.2.3 相談員及び参加者の声 
 シンポジウム終了後、参加者全体に対して行ったアンケートでは、個別相談に関する評

価・感想として「支援担当者として日々迷うことが多いが、このような機会はありがたい」

との感想が寄せられた。また、個別相談に参加した後、学内で協議を進めたり近隣大学との

情報交換を行ったりと、具体的な体制整備の動きにつながったとの報告もいただいた。 
 対応した相談員からは、「事前に相談の概要を聞いておけたのである程度準備して臨むこ

とができ、限られた時間の中で必要な話をすることができた」「シンポジウムで各種資料が
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架空事例をもとにしたアセスメント及
び支援計画の検討

グループワーク

1

聴覚障害学生Aのプロフィール

偏差値50.0〜55.0の私立Z大学理工学部応用化学科に在籍。

1歳6ヶ月児健診で聴覚異常の可能性を指摘され，大学病院
の耳鼻咽喉科で精密検査の結果，両耳に75dBの感音性難聴
があることがわかった。聴覚特別支援学校早期教育相談を紹
介され，補聴器のフィッティング，母子コミュニケーション指導を
受ける。両耳にデジタル補聴器を装用。その後，聴覚特別支援
学校幼稚部を経て・小学校からは通常学校。Z大学には一般
入試で入学した。片言の手話は使えるが，ふだんは家庭でも
学校でも聴覚口話法で コミュニケーションをとっている。

2
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ステージ1

X年3月，理工学部および共通教育の支援に関わる教職員，障害学生支援室
のコーディネーター（以下，Co），本人と母親で入学前相談を行った。母親が言う
ことはよくわかっているようだったが，女性Coの音声は少し聞き取りづらそうで
あった。また，理工学部のカリキュラム説明のようなこみいった話は，はい…は
い…わかりました，とうなずいてはいるものの，しばしば目が泳いでいた。母親
が熱心にメモをとり，本人は何もしないで聞いているだけであった。

Coから，高校と大学の学習内容や進め方の違いなどについて説明するが，こ
れまでずっと独学でやってきてテストもちゃんといい点がとれていたし問題ない
ので，支援は全くいらないとのこと。

教職員の中には，本人がそのように言うのであれば全く心配ないと考える人も
おり，逆にAとのやりとりの様子から本当に大丈夫なのかと心配する人もいた。
Coは，ひとまず前期の授業を受けてみてからその後の支援について改めて検
討すること，2週間に1度定期面談を受けることに同意してもらったうえで，Aの意
思を尊重し，支援なしで新学期がスタートした。

3

ステージ１における検討課題
アセスメントに向けて

 プロフィールおよび入学前相談のときのAの発言や行動から，
入学後，修学面と学生生活の上で，どのような困難が予想
されるでしょうか。

 Aについて支援計画作成に必要なアセスメントを行うために，
入学後，(1)どのような観点に注目し， (2)誰に，どのようにし
て，どのような「情報」を得る必要があるでしょうか。

4
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ステージ2（1/4）

Aは，支援室からメールを送っても返事がない，定期面談を無断
キャンセルするなど，非常に連絡がとりにくいことが多かった。

X年5月，母親から支援室に連絡があり，「Aが語学のリスニングが
全くわからないと言っている。そもそも高校までリスニングはずっと免
除してもらっていた。なぜ大学では免除にならないのか。おかしい」と
言われる。

X年6月初め，クラス担任の教員が，Aが提出したレポートの例（別
紙参照）を持参して支援室を来訪した。Aの学力が他学生に比べて
著しく低いように思う。授業が聞き取れていないせいなのか，本人の
能力の問題なのかわからなくて困っているとのこと。

5

ステージ１で話し合ったアセスメントの観点にたって
ステージ２のエピソードを読み解きましょう。

ステージ2（2/4)

X年7月，共通教育の基礎化学実験の教員から支援室に相談
があった。Aは「大丈夫です」「わかります」と言っているが，
ちょっとしたやりとりでも，通じているときと通じていないときが
あるように思う。化学実験は危険性の高いもので，安全に配慮
して作業するなど重要な説明や指示が聞き取れていないことで，
いつ事故を起こすのではないかとヒヤヒヤしている。同じグ
ループの学生とも全くコミュニケーションがとれていないようだと
のこと。

6
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ステージ2（3/4）

Aは，定期面談の中では，「大丈夫です」と言いつつも，わからない
ことがあったり，グループワークで疎外感を味わったりすることがある
という気持ちを吐露することもあった。しかし，Aはすべて諦めの境地
で「そういうものだと思っています」「どうしようもないし仕方ない」とい
うように，自分の気持ちの折り合いをつけていた。

友人はあまりいないという。サークルは，テニス部と漫画部に入っ
たが，テニス部は「おもしろくない」ので１ヶ月くらいでやめてしまった。
漫画を書くことが好きなので漫画部は続けている。ネット上に自分の
作品をあげて批評しあう形で，オフラインで集まったりしないので，コ
ミュニケーションで苦労しないとのこと。

7

ステージ2（4/4)

X年8月，前期の成績が出た。定期面談の中で，Aに成績がど
うだったか聞いてみたところ，ほぼすべて出席していたにも関
わらず必修科目で2つほど単位を落としてしまったとのことで
あった。

そのため，Aは，積極的にというところまではいかなかったが，
支援を受けることに同意し，Coは，授業担当教員向けの配慮
依頼文書案を作成することになった。

8
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ステージ2における検討課題
支援計画を作成する

 授業担当教員に送付するAの配慮依頼文書の「1.障がいに
ついて」「2.授業時の配慮事項」「3.その他（必要であれば）」
を完成させてください。

 上記の配慮依頼文書に記したこと以外に，(1)Aにとって必要
だと考えられる支援・教員への情報提供・環境調整，（2)(1)
であげた内容を，公平性や妥当性の均衡を維持しつつ実施
するための具体的なやり方，について考えてください。

9

ステージ3（1/2)

X年10月より，補聴援助機器の使用をメインに，一部はノートテイク
を配置し始めた。しかし，X年3月に出た後期の成績では選択科目で
はあるが1科目単位を落としていた。このため，X+1年4月より，受講
する授業のすべてにノートテイクをつけることになった。A本人として
は，ノートテイカーがつけばいろいろと連絡など面倒も増えることも
あって積極的というわけではなかったが，単位を落としていることを
心配した母親からうるさく言われて，しぶしぶ受け入れたという側面
もある。しかし，ノートテイクがある/ないによって，自分に伝わる授業
の情報がどれくらい違うかとか，ノートテイクをつける意味については
あまりよくわからないと言う。 ただ，単位はなんとか履修した科目の
すべてでとれるようになった。

10
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ステージ3（1/2）

X+2年2月，Aが配属された研究室の指導教員より支援室に相談があった。A
は，研究室のゼミにノートテイクをつけて参加しているが，じっとだまっていて何
を考えているのかよくわからないと思ったら，急に場の雰囲気や他の人の話，そ
のときのトピックスに関係なく，1人よがりで的外れなことを発言したりするという。

また，研究室全体の研究計画や役割分担に関係なく，大学院生の指示も無視
して自分で勝手に実験室の器具や試薬を使ってめちゃくちゃな実験を行ったりと，
研究室のトラブルメーカーになっている。

A自身，研究室の仲間とうまくやっていきたいと思っているのに，どうしてこのよ
うになってしまうのかわからないといって悩んでいるようだ。

ゼミでのAの発表はかなりレベルが低く，応用化学の基礎的なことも身につい
ていないおらず，このままでは卒業論文を書き上げるのも難しいと思われる。た
だAの自己評価は他の学生に比べて平均的という認識で，危機感が感じられな
いという。

11

ステージ3における検討課題

 研究室のトラブルについて，(1)聴覚障害という機能制限に
由来する原因，(2)A自身の学力や社会性の獲得に由来する
原因の2つの観点から，支援計画の見直しを行ってください。

 Aに対する心理支援の観点から支援計画の見直しを行って
ください。

12
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図 1 企画の様子（写真） 

2．内容 
 本企画は以下の司会・講師により進められた。 
司会：楠敬太氏（大阪大学 キャンパスライフ健康支援センター） 

仲兼久知枝氏（京都産業大学 障害学生教育支援センター） 
講師：岡田孝和氏（明治学院大学 学生サポートセンター） 

太田琢磨氏（愛媛大学 バリアフリー推進室） 
三好茂樹氏（筑波技術大学 障害者高等教育研究支援センター） 

 今回取り上げた支援技術について、各講師から活用事例を報告してもらいながら進行さ

れた。 
 
2.1 遠隔情報保障支援技術の活用例 
2.1.1 システムの紹介 

現在活用されているシステムのうち、三

好氏により開発された遠隔情報保障システ

ム「T-TAC Caption」について説明がなさ

れた。 
三好／T-TAC Caption システムの概要とし

ては、教室の先生の音声をタブレットで拾

い、異なる場所にいる 2 人の入力者に対し

てインターネット上で映像・音声を送信する。

入力者はインターネット上で連係して１つの文章を作成し、タブレットに文字が表示され

るという仕組み。これは同様の遠隔情報保障システムでも基本的に変わらない仕組みと

なっている。 
T-TAC Caption システムは現在、一般高校の 6 校が年間 2,100 時間ほど使用している。

一般の大学では約 10 校で年間 1,300 時間使用されている。全ての情報保障が必要な場面に

対して、｢遠隔｣という方法で支援している訳ではない。現地で見聞きして取得できる情報

はとても大きいので、できる部分は現地でやる。現地で入力できないような場合、例えば

大学の中の異なるキャンパス間での支援者共有を目的とするなど、特別な例だけ遠隔とい

うシステムが使われている。高校での支援では、支援者は地域の要約筆記団体やボランティ

ア等の有償・無償の入力者で成り立たせている例が多い。 
 
2.1.2 明治学院大学 海外研修での運用事例紹介 
岡田／本学で情報保障を使う時の考え方と、北欧に学生が行った際に T-TAC Caption を使

用してサポートした時の様子を報告したい。 
まず本学においての基本的な考え方について。遠隔情報保障支援をすること自体は簡単。

Skype でも携帯でも今あるものを組み合わせれば何らかのシステムは組める。でもキチン
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図 2 筆者（岡田） 

（写真） 

と支援として成立させるためには、聴覚障害学生だけでなく教員や支援者も含めて入念な

準備が必要になる。 
本学では学生が北欧に 1 週間研修に行った際に利用した。時差が７時間なので、現地の

午前中が日本時間では夕方や夜早めの時間なので、何とか大学に集まってサポートできる

が、現地の午後の時間になると日本時間では真夜中になってしまうことがネックだった。

そのため、支援者それぞれが自宅など離れた場所にいてもできる手段として T-TAC 
Caption を使用した。 

本番までの流れについて。本番は 2 月だが、春学期の間にどのようなシステムを使うの

かを先生に説明し、デモンストレーションをして実際に見て頂いた。実際に懸念を示され

たことはないが、デモをすることで、情報が外に漏れるのではなどの心配に対する説明の

機会となると思う。その後、旅行会社とも話をして、こういうシステムを使用する、現地

コーディネーターや通訳者とも共有して頂きたいと、細かいことは具体的になっていない

段階から情報の共有を図った。 
秋学期に入ったら、学生とも本格的に打合せをして、このシ

ステムを使うにあたって自分自身が準備しなければならない

ことを整理して、それにどう対応するのかを話し合った。具体

的には学生が現地で自分の携帯を表示機として使うのか、その

場合キャリアの料金プランはどうなっているのか、モバイル

ルーターを持って行くとか通信方法はどうするのかなどを、自

分の責任で調べさせている。その過程の中で、学生にも自分の

責任の一環で支援システムを使うという考え方が少しずつ生

まれてくるのではないかと思う。同時に、うまくいかない時の対応についても、学生・先

生と相談を重ねていく。これまで北欧研修の支援を３回程実施したが、いずれもトラブル

が起きた場合には現地でクラスメイトに手書きでサポートしてもらうことになった。当然、

そのためにはスキルの伝授が必要なので、授業内で各回 20 分ほど数回、ミニテイク講座を

やったりしている。聴覚障害学生もその際に自分でできるところは説明したり、手伝った

りしながら、クラスの中での雰囲気作りも行った。この頃になると実際に行く施設や街も

決まってくるので、現地のネットワーク環境も確認した。携帯が通じないということはな

いが、見学ルートに地下があるか、圏外の場所があるかなどを、可能な限り確認を行った。 
このような準備を重ね、本格的に一気に動き出すのは 1 ヶ月くらい前になる。秋のうち

にこんなことをやるよと予告していたが、現地スケジュールの確定と並行して改めて支援

学生を募集し、システムの説明会を実施した。そこからリハーサルとテストを繰り返して

いく。普通の教室の中でやってみたり、大学近くの道路脇でやってみたり、学生が遊びに

行ったテーマパークでもリハーサルを行った。これらを通して、例えば、普段使っている

IPtalk と T-TAC Caption の違いを認識してもらい、いつもと違うところや、どんな工夫や

対応をしなくてはいけないのかを考えてもらう。聴覚障害学生には、特にマイクの特性を
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図 3 筆者（楠） 

（写真） 

把握してもらう。現地に行った時に、話者のどのくらい近くにいればいいのか、携帯での

集音では難しい時に外付けのマイクを使うか使わないか、どうやって使うかなどを試行さ

せた。そこでの気付きを Excel で作成した「振り返りシート」に学生それぞれが書き込む。

すべてのリハーサルに参加することは難しいので、このシートを見ることでシステムの特

性や状況に応じた動きが分かり、イメージの共有が進む。こうして積み重なった経験から

抽出してその年のルールを作っている。システムが繋がっていることの確認の手順はどう

するか、音が聞こえないに日本から現地にどうやって伝えるか？などをルール化していく。 
これらの準備を重ねてようやく本番を迎える。ここまでの事前の準備がしっかりできて

いれば、本番は成功できると思う。ほぼ成功したようなもの。現地のネットワーク環境が

だめになるとかはもう運任せになる。現地での 1 週間で特に大事なのが、支援が始まって

からのこまめな連絡と現地からの情報共有。突然現地で新たな予定が入ることもあれば、

次の施設に行く時間が遅れそう、予定よりも時間が伸びそうなど、細かな連絡も重要にな

る。ただこれも学生が LINE グループを使って自発的にコミュニケーションを取りあって

いるので、ほぼ問題ない。本当に細かいところまで連絡を取り合ったり、お互いに状況を

伝えているのを見ているので安心して任せている。場合によっては、私共コーディネーター

があるトラブルを知らずに 1 週間が終わることもある。色々トラブルは生じていたようだ

が、クラスメイトの中からコーディネートを担う学生が出てきて、例えば「今日何かあっ

たらあなたが担当ね｣と人材を振ってくれていたようで、聴覚障害学生からも非常に安心し

て過ごせた、との感想も聞かれた。 
遠隔情報保障をする時の成否は事前のこのような準備がすべてだと思っている。準備は

システム的なこともそうだが、シミュレーションをいかに何度もやれるかということと、

聴覚障害学生が積極的にそのシステムに関わるかどうか。そしてある意味で聴覚障害学生

の人間性がなければ無理だと思う。例えばクラスメイトの中からコーディネーター役の学

生が出てきたのも、聴覚障害学生がこれまで他の学生とちゃんと関わっていたから、この

学生のためならサポートしようという雰囲気が自然と醸成されたのかなと思う。 
ただ、こういうことはいきなりできるわけでもない。結局

は普段のノートテイクや手話通訳などの支援をいかに丁寧に

していくか、丁寧に使うかが大事で、つまりは「支援制度」

があるというベースの上でこそ遠隔情報保障の成功に結び付

くのではないかと思う。 
楠／遠隔情報保障、実際には様々な例があると思う。今回は

特殊な例だと思うが、大事にしたい点は共通しているだろう。 
 
2.1.3 遠隔情報保障支援技術の困難例 

今回の企画にあわせて募集した事例や、普段から PEPNet-Japan に寄せられる相談例な

どの困難例について、講師それぞれから回答を得た。 
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図 6 愛媛大学の運用形態 学外【試験運用中】

とに、またパソコンの単語辞書にも学部

ごとに分けて専門用語を登録し、必要に

応じて切り替えられるよう工夫をしてい

る。実際の利用にあたっては、突然マイ

クだけを渡されて困った、という先生か

らの指摘を受けて、利用方法やシステム

の説明などをまとめたファイルを作成し、

学生から授業前に先生に提示をして説明

するようにしている（図 5）。ファイルに

はもう 1 つ、グループワークの時に周り

の学生の協力を得るために、情報をまと

めており、この資料を活用して聴覚障害

学生自身が説明して理解を得ることを大

切にしている。 
試験的に行っている運用形態を紹介す

る（図 6）。教室内での利用では、学内無

線 LAN に接続して利用し、2 名の支援者

を修正者として配置しているが、学外で

の運用では現地には利用者（聴覚障害学生）だけが行くというケースが多い。県外で山や

川に入る授業もあり、そこには支援者を同行できないので、現地に利用者だけが行き、送

られてくる音声を大学内で聞きながら入力をしている。状況に応じて captiOnline システム

を使うこともあれば、UD トークのみを使用して表示される文字を修正するなど、柔軟に対

応している。 
また、毎年英語のみで進められるシンポジウムが学内で開かれており、その際には

Microsoft Translate を活用している。アメリカのロチェスター工科大学では多くの授業で

使われているため、理系の専門用語もかなり正確に認識・表示される。音声認識が得意な

分野・不得意な分野もあることを知っておいて欲しい。英語の授業での活用の際に難しい

のは、基本的には英語で進む中で時々日本語が出てくる場合。その場合には、語学の堪能

な職員が教室に行き、認識率を確認し、概ね 75％以上の認識率の場合は音声認識を使って

いる。支援学生も工夫をしており、英語が発せられている場合には Microsoft Translate
を使用、日本語が発せられた時には UD トークに切り替え、ペアワークが始まった時には

手書きをするなどしながら活用をしている。 
最後に、音声認識技術を活用した支援のための課題について。 
利用する聴覚障害学生については、まず要約されていない日本語を理解する力が必要で

あること。次に、自分でセッティングが可能であり、システムで生じるトラブルなどの特

性を理解できる学生を育てていかなければならない。 

図 5 音声認識の効果を上げるために 
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図 7 筆者（太田） 

（写真） 

修正を担う支援者側は、通常のパソコン通訳よりも聞き溜

めが必要になること、トラブルが生じた場合にも慌てずに対

応できるスキルが求められることを踏まえた養成が必要に

なるだろう。情報保障としての質の保証も欠くことが出来な

い。情報量が多く文字がキレイに表示されている、それがイ

コール良い支援かどうかは、利用する聴覚障害学生側に委ね

られなければならない。学生としっかりコミュニケー

ションを取った上で、授業をキチンと理解できる支援方法

を探すことが必要だろう。その点、本学では１年次から支援内容について提案をしつつも、

学生本人に決定させるようにしているが、その際には必ず｢トラブルがあったらどうした

い？手書きに切り替えてもらう？｣など、現場で判断ができる力を身に付けられるように支

援を行っている。 
 
2.2.2 明治学院大学での運用事例紹介 
岡田／本学の音声認識の基本的な考え方、特に UD トークを活用した音声認識技術をどの

ように使っているか説明する。音声認識は、「話し方に気をつけて声をキレイに入れる」「修

正者を入れる」「辞書登録をする」が一般的に「正しい」とされる方法だと思うが、本学で

はちょっと特徴的な考え方でしているかもしれない。まず一番気を使っている部分が、音

声をいかにキレイに入れるかということ。逆に言えば、音声入力がキレイにできないなら

音声認識は使わない、というのが本学の考え方。よくあるのが学生にタブレットだけを渡

して、使ってみたら認識率が悪かったから使えない、という例。それは当然で、そんな万

能のシステムではない。音をキレイに入れるための工夫として、Bluetooth のマイクを使っ

て先生が話している声を直接できるかぎりキレイに入れることや、補聴援助システムの

Roger から iRig2 を通してタブレットに入れるなど、機材も色々使用しながら活用している。

また、当然ながら滑舌の良くない先生には使わないことにしている。よく言われるのが、

UD トークがあることを前提に話し方を意識しましょうということ。でも現実的に、｢キレ

イに話して｣と言われても無理がある。基本的には認識させやすい話し方の先生を選んで使

用している。また、今年から学内の施設管理部門に依頼をして、音響システムから直接音

を取れる仕組みを作っている。音響システムの出力端子から音を取れるようにしておき、

その端子とつないだケーブルを学生が触れる場所においている。聴覚障害学生は必要なと

きにそのケーブルをつないで使っている。こうすればマイクを複数本使ったり、学生にマ

イクを渡すときも音が入るようになる。現在６つの教室に整備できたので、来年度は教務

課と相談しながら、これらの教室に音声認識システムや Roger を使う聴覚障害学生が受講

する講義を優先的に割り当てる予定にしている。 
2 つ目の修正者に関してだが、本学では修正作業は基本的にはしていない。というのは、

修正はノートテイクより簡単と言われることが多いが、言うほど簡単ではないと思う。こ
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図 8 運用/工夫事例 

パソコンノートテイクとの併用 

れについては色々な考え方はあると思うが、本学の考え方としては、結局人の養成が必要

ならばその労力はノートテイカーの養成に使いたいと考えている。また、利用している聴

覚障害学生にとっても修正されたものを読むのは結構大変だと思う。今認識しているとこ

ろが次々と表示され、上の方で文字が修正され、しかも修正するところとしないところは

まちまち。そういう中でキッチリ読んでいくこと、特に授業のスピード感の中で読んでい

くことは実際はきついのではないか。そのため、具体的な事例は後で話すが、本学では音

声認識そのものを頑張って良くするのではなく、シンプルに認識されただけの範囲で使え

るのであれば使う、そしてもしそれで不十分であれば、修正を入れたりして改善するより

は、他の方法をプラスして質の担保をしよう、という考え方をとっている。また、このよ

うに組み合わせて使うなど、支援技術をあれこれと考えながら使う経験を通して、学生や

先生にも教育的な視点でアプローチをしていこうというのが本学の考え方。例えば、単語

登録についても言える。それをするかどうかは、利用する学生の判断に任せている。学生 1
人 1 人にサブアカウントを与えているので、自分が受ける情報保障の質にこだわりたい学

生は単語登録をしっかりやるし、そうではない学生は適当にしているが、それも学生の選

択権の 1 つと思っているし、使っていく中で効果を感じられれば自主的にするようになる

と思う。 
他に留意しているところは、音声認識は結構リスキーな手段である、ということ。これ

は忘れてはならないと思う。誰かがそばで確認してくれない限りは、出てきた文字が合っ

ているかどうかを誰も保障してくれない。これはかなり怖いということをコーディネー

ターや支援者が把握しておく必要があると思う。 
もう 1 つが、学生の聴力や配布資料など補完的な手段の有無で誤認識の許容度が大幅に

変わるということ。大体同じくらいの認識率の文字を、難聴学生が見た時には、｢これいい、

使う｣と言っていたが、聴力を活用していないろう学生が見た時は｢怖い、使えない｣と言っ

ていた。支援者側が「このくらいであれば使えるかな」と思っても、聴覚障害学生もそう

受け取るとは限らない。そのくらい違うとい

うことを踏まえて考える必要がある。要する

に、ノートテイカーがいないから、足りない

から代わりに使うということではなく、ノー

トテイクや手話通訳にプラスされる別の手

段と考える必要がある。代わりではなく、「ほ

ぼ加工しない生に近い文字が出る」「よりリ

アルタイムで文字が出る」など、これまでの

ノートテイクができないことができるかも

しれない別の手段としてリスクも考えなが

ら考えて使っていくことが大事だと思う。 
いくつか具体例を話す。まず、パソコン
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れているのは Roger のシステムで、PEPNet-Japan 作成のマニュアルに詳しく操作方法が

載っているので参考にして欲しい。 
 
2.3.1 明治学院大学 学生自身の選択肢を広げる活用例 
岡田／大前提として、学生の聴力とのマッチングと使用環境の調整は必要だと思っている。

最近は人工内耳の装用学生が増えてきているし、「人工内耳があるから特に配慮はいらない

でしょう。大丈夫でしょう」という誤解も多いが、そんなことはない。補聴器であっても

人工内耳であっても聞こえない部分はあるし、そこを補聴援助システムで補うことが大事。

逆に補聴援助システムを使っても不十分な場合もある。その場合にはノートテイク等を使

用すべきで、その意味でも聴力とのマッチングは不可欠である。 
Roger は非常に進歩していると感じる。私自身、以前 FM 補聴システムを使用したこと

があったが、気持ち悪いきこえ方で全く合わなかったが、学生のために導入した Roger を

使ってみたら、とても良いきこえ方で今では私自身も頻繁に使用しているくらいである。

そんな進化している Roger であっても、環境調整は必須。例えば、グループで使う時に周

りの声が入って聞こえにくいこともある。その場合には教室の隅にグループを配置する、

間隔を一列空けるなどが必要。補聴援助システムを使っているからといって問題が全部解

消されるわけではないので、残る問題をいかに丁寧に潰していけるかが大事だと思う。 
そして使う時は、各機器の特性の把握も大切になる。Roger の送信機も色々な機種があり、

それぞれの聞こえ方の特徴や得意な場面・苦手な場面が異なっている。そこを考えながら

使うことが大事になる。ただ、コーディネーターが何かをするというよりは、学生が自分

で試して自然にこの授業ではこれの方が合う、この授業ではこれが、と特徴を把握して使

いこなせるようになってくるようだ。学生任せではダメだが、一方で学生が自分でできる

ところはお任せする、ということだと思う。 
特段の活用事例としては、音声認識の時と同じだが出力端子の活用がまず 1 つ目。先生

に Roger を掛けてもらっても当てられた学生の声が入らないといった問題があったため、

音響機器から出力ラインを使用し、音声を一本化して対応するときもある。または複数台

を同時に利用することも多い。使い方は説明書を参照していただきたいが、時にはタッチ

スクリーンのグループと、Roger ペンのグループを同時に使いたい時もある。その場合は単

純に受信機のマイリンクを２つ首に下げて使っている。もちろんここまでの内容は、音声

を分岐すれば音声認識と同時に使えるので、音声認識と併用している学生も多い。 
分岐するという意味では、英語の授業での事例もある。ある学生は、通常は Roger のみ

を使用して授業に参加しているが、英語の授業の際にスピーカーから流れるリスニング音

源が聞き取れないという状況が生じた。そのため、この時は先生のスマートフォンが音源

だったが、二股のオーディオ分配ケーブルを利用して、スマートフォンから教室のスピー

カーシステムに流れるラインと、Roger タッチスクリーンマイクに入っているラインの 2
つに分けることで、教室内に流れるスピーカーの音声は確保しつつ、聴覚障害学生には
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Roger を通して音が届くようにした。当該学生からは「今振り返ると、ケーブルを抜き差し

したときに数秒間の無音部分が出てしまうことに気がついたので、それを早く先生に伝え

られれば良かったけれど、授業が何回か進んでから気が付いたので言いにくかった。逆に

言えばもっと早くからリハーサルなどを重ねておけばよかった」、「もう 1 回同じ方法で使

用するのであれば、先生にも「これが私の聞こえ方です、聞いてみてください」と実際に

聞いてもらうようにする」といった振り返りがあった。やはり機器を使っておしまいでは

なく、キチンと振り返りをしながら、次に繋げていくことが大事だと思う。 
 
2.3.2 補聴援助技術の困難例 

補聴援助技術に関する困難例について、講師から助言を得た。 
・人工内耳装用学生から文字による支援希望の申し出があった。人工内耳で聴き取れてい

るのなら、文字の支援まではいらないのでは？ 
太田／私も人工内耳を利用している。最近入学してくる人工内耳の学生の傾向を見ると、

両側とも人工内耳を使っていて、かなり普通に話しをする学生もいる。「なぜ聞き取れない

のか」という質問も多く聞かれるが、私自身も 1 対 1 で話すことは困難ではないけれども、

授業中になると難しい。先生の口も見て内容を理解しているので、ノートをとるために下

を向いていると先生の声が聴き取れなくなる。人工内耳をしていても、必ず本人が何の情

報を落としているのかを確認して、必要に応じて文字通訳をつけたほうが良いのではない

かと思う。 
楠／大阪大学でも人工内耳装用の学生も入ってきている。全てにノートテイクを配置して

いるのではなく、この授業はあったほうが分かりやすいとか、この授業ならノートテイク

がなくても大丈夫などを本人との面談で確認しアセスメントした上で配置している。人工

内耳を装用しているから問題はない、ということではなく、本人のニーズを把握しながら

支援調整をすることが大事だと思う。 
 
2.4 映像教材の字幕作成 
仲兼久／映像教材の字幕作成に関しては、

どこまでの支援をしているのかが大学に

より大きく分かれるところだと思う。 
一般的な字幕作成の流れを確認したい。

まず、映像を見ながら文字起こし作業をす

るテキストデータの作成をする。次に、映

像と字幕を同期するタイムコードの作成

をする。最後に、映像と字幕の同期作業で映像への字幕付与をする。 
このステップのどこまでをやるのかは、大学それぞれ対応が異なっていると思う。 
図 11 は正会員大学を対象に行ったアンケートをまとめたもの。京都産業大学では、

図 11 映像教材の字幕作成 工夫点 
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図 12 作業チャート 

STEP1 のテキストデータ作成までを行っている。テキストデータを作成しておき、映像を

使用する授業で IPtalk の「前ロール」機能を使って字幕テキストを表示させていく、とい

う支援をしている。 
 
2.4.1 明治学院大学の字幕付与の考え方と対応事例 
岡田／本学の字幕付与または文字起こしでは、できる限り一字一句忠実に文字化すること

を基本にしており、それは聞こえる学生が聞こえている情報は、たとえ聞いていないとし

ても、支援側としてはイコールのものを伝えたいと思っているため。 
また、教育的な意味合いもある。例えば英語が聞こえるときに、そこに日本語字幕があ

れば文字起こししない大学もあるかもしれないし、聞こえる学生も英語を聞かずに日本語

字幕を見ていることも多いと思う。しかし、そこで書かなければ情報としては無いことに

なってしまう。逆に、見ないかもしれないけれどキチンと英語の部分も文字に起こしてお

けば、「こういう言い回しをしているのか」「こういう表現があるのか」と勉強になるはず

である。労力はかかるが教育機関の支援のあり方としてこうした点は大事にしたいと思っ

ている。 
また、ここまで細かく行う理由として、聴覚障害学生が場所を見失わないようにするとい

う配慮の意味もある。ノートテイクを使わずに文字起こしだけ利用している学生もいるが、

こうした学生が映像のときだけ誰かに指差しをしてもらわないとわからなくなるというの

も変な話である。できるだけこの紙だけを見てついていけるように工夫して表記している。 
とはいえ、作業はできるだけ効率的に行いたいので、次のような流れで作業している（図

12）。まずは、教材として利用する場合には字幕付きの映像を利用して下さい、と教員には

再三アナウンスをしている。1 つは市販の

教材で、字幕がついているものを活用して

もらう。もう 1 つは、地上デジタル放送

でクローズドキャプションが付いている

番組の場合には、録画して Blu-ray レコー

ダーで字幕を表示して再生してもらう。こ

ういう方法がありますよということを積

極的に伝えるようにしている。この段階で

上手くいけば、学生サポートセンターへの

連絡もなく、先生自身が字幕付の教材を用

意してくれることになる。もしその段階を

超えて学生サポートセンターに問合せ、相談があった時は、まず映像メディアを確認し、

Blu-ray で録画されている場合にはクローズドキャプションの機能と表示方法を伝え、教室

のプレイヤーも対応していれば、そのまま使って下さいと伝えている。ただ、Blu-ray で録

画されていても教室の機材が対応していない場合は、文字起こしをしている。あるいは学
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図 13 字幕入れまでの流れ 

生サポートセンターにある Blu-ray レコーダーで、字幕を焼き付けた DVD をダビングして

使ってもらうこともある。学生サポートセンターでも NHK の福祉番組など授業でよく使う

番組は自動録画しておき、それを使用して字幕付き DVD を作成することもある。 
このような方法でも無理な場合は、最終手段として文字起こしの作業をするが、効率化

のために音声認識をさせたテキストをベースに活用する場合もある。または、NHK の番組

などはウェブサイト上に書き起こしがある場合もあるので、検索してみる。そして、最終

的にできた文字起こしのデータは先生に渡し、授業で使用する際にプリントアウトして聴

覚障害学生に直接渡してもらうようにしている。他に使う機会があればご自由にどうぞ、

と渡している。その理由は 3 つあり、1 つは授業の進捗に応じて活用して頂くため。いつ使

うと決め打ちしないで、必要な時に使ってもらうことで、教員の授業を裏でサポートして

いる。2 つ目は、実際の文字起こしを見て頂けるので、これは大変な作業だと分かってもら

う機会になる。そこから早く教材を貸してもらえるようになったり、ある意味で学生サポー

トセンターは自分（教員）のためにも使えるなと思ってもらい、協力体制の強化につなが

ているつもりである。そして、3 つ目に先生が自分で用意して学生に渡すという形に持って

行くことで、先生にもサポートの当事者という意識・気持ちになってもらいたいと思って

いる。1 つ 1 つのことを見れば単なる文字起こし作業だが、積もり積もって Universal 
Design in Learning や基礎的環境整備という大きなものとして残っていくように心がけて

いる。 
 
2.4.2 愛媛大学 字幕入りビデオ作成の流れ 
太田／本学では毎学期末に教職員に対し

て「映像を使う場合は必ず字幕入りの映

像を使って下さい｣と周知をしている。中

には先生が作成した文字起こしが用意さ

れている場合もあるが、読んでいる最中

に画面の映像が変わってしまい、結局内

容が分からなくなることがあるため、字

幕付映像の提供を原則にしている。 
文字起こし作成の流れについて。ま

ずは映像にクローズドキャプションの有無を確認する。字幕付与の作業は、図 13 の通りか

なり複雑な手順を踏んでいる。 
文字起こしの部分では、認識率が高い場合には音声認識を活用したデータを修正してい

る。学生が作業した後に、職員が内容の確認をしている。 
次に、表示する字幕のタイミングで文字区切りの作業を進めるが、ここまで学生が行っ

た後に職員が確認をする。最後に、私が音なしで字幕を全部見て、読む時に分かりやすい

区切りに直した上で、映像と合成して先生に引き渡す用意を進めている。映像の形式は先
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図 15 企画の様子（写真） 

図 14 文字起こしの基本ルールの説明 

生の希望に可能な限り対応している。 
本学の基本的な文字起こしルールは、

図 14 の通り。音楽などは曲名が分かれば

可能な限り入れてもらうようにしている。 
最近の授業形態ではオンラインラーニン

グを活用することも増えているが、字幕

が入っていない映像が使われる時には時

間に猶予を頂いて作業を行っており、試

験時期をずらしてもらった経緯もある。

優先順位としては、全学生が受講する必修の授業、オンラインラーニングのある授業、各

学部の必修の授業などの順で対応している。 
 
2.5. 全体を通して 
楠／今回様々な支援技術を紹介した中で、いずれも魔法のアイテムではなく、これを使っ

たから情報保障を全て提供できた事にはならないことが伝わっただろう。ノートテイクや

パソコンノートテイクが基本の支援方法としてあり、それと組み合わせて音声認識や遠隔

情報保障を使っていく、あくまでも合理的配慮として提供できる支援技術の１つだとご理

解頂けたらと思う。 
音声認識技術の体験の部分では、機器トラブルやネットワーク接続のトラブルが発生し

ていたグループもあったと思うが、そうしたトラブルが生じることも踏まえての支援技術

なので、今回紹介した音声認識等の支援技術を使うかどうかを、関係者間で判断して活用

して欲しい。 
 
3．まとめにかえて 
本企画では、講師からの支援技術活用事例について、実践例のみならず導入の判断基準

など詳細な報告を得ることができた。特に遠隔情報保障技術や音声認識技術については、

「ノートテイクやパソコンノートテイクでは対応できない場面での支援」であるという考

えに基づき活用されている点が共通しており、学内での支援体制を基盤とするからこそ円

滑な活用に至っていることが確認された。1 つひとつの活用例を掘り下げて参加者との議論

の時間を設けることができなかった事、そして機器操作体験の時間が十分に確保できな

かった点をふまえ、今後も同様のテーマ

で先端の情報保障支援技術について扱っ

ていきたい。なお、機器操作体験につい

ての報告は別途掲載しているので、あわ

せて参照されたい。 
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「支援技術のさらに効果的な利用に向けて 
―活用事例紹介・利用体験を通して―」 

機器操作体験報告 
 

磯田恭子¹⁾，三好茂樹¹⁾ 
筑波技術大学¹⁾ 

 
1. 目的 
 前日特別企画「支援技術のさらに効果的な利用に向けて―活用事例紹介・利用体験を通

して―」の中では、遠隔情報保障支援技術、音声認識技術、補聴援助技術、映像教材への

字幕挿入の４つの支援技術を取り上げ、講師からの運用事例を紹介した。その後、実際の

利用体験を通して、効果的な支援技術の利用に必要な事柄を把握してもらった。本稿では、

実施した利用体験の概要と、活用した教材の詳細、ならびに参加者からの感想をまとめる

ことで、同様の体験を各大学でも提供できるようにすることを目的とする。 
 
2． 概要 
 今回の機器操作体験では、「音声認識アプリを使用したグループ内会話」の体験を行った。

ここでは、音声認識を活用した会話に、聴覚障害学生が参加しやすくなるためにはどんな

工夫や配慮が必要になるのかを、失敗経験をもとに考えてもらうことを目的とした。進行

は三好が担当し、本企画講師４名には全体を見回りつつサポート役を担ってもらった。 
 
2.1 使用機材 
 体験で使用した機材は下記の通りである。 
・音声認識アプリ「UD トーク（Shamrock Records, Inc）」をインストールした iPad  
・タブレット接続用マイクロホン 

①iRig Mic（IK Multimedia）：タブレットの音声端子に直接接続 
②AmiVoice Front WT01（株式会社アドバンスト・メディア）：タブレットと Bluetooth
接続 

③補聴援助システムのロジャータッチスクリーンマイク（Phonak）をマイクロホンと

して使用し、ロジャーマイリンク（Phonak）を受信機として利用し変換アダプタ・

音声ケーブルを介してタブレットに接続 
・インターネット接続用のモバイル WiFi ルーター 
・マルチトーカーノイズ再生用 iPod shuffle・イヤホン 
 ※マルチトーカーノイズ音源は PEPNet-Japan 事務局より提供可能 
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図 1 機器操作体験 

図 2 機器操作体験の様子 

（写真） 

2.2 グループ構成 
 参加者約 60 名を 8～9 人ずつの 7 グループに分けて、体験を進めた。グループ内ではディ

スカッションも行うことから、情報保障を利用する参加者への配慮として文字通訳付グ

ループを 1 つ、手話通訳付グループを 2 つ設けた。おおよそのグループの位置をスライド

に提示して移動を促したが、参加者の円滑な移動が難しかったこともあり、司会のほうで

声掛けを行いながらグループに分かれてもらった。 
各グループ内では、さらに「会話に参加する人」を 4～5 人、「会話の様子を観察する人

（観察者）」を 4～5 人と役割を分けて体験を進めた。聴覚障害のある方は「会話に参加す

る人」に積極的に参加してもらうように声掛けを行った。この際にも初対面の参加者同士

ではすぐに決めることが難しかったため、決まっていなかったグループについては司会の

ほうで役割を決めた。 
グループ内の役割のうち、「会話に参加する人」の

中からさらに難聴のシミュレーションとして「ノイズ

音声を聞きながら会話に参加する人（ノイズ体験者）」

を決めてもらった。この体験をしている人は会話音声

の聴き取りが困難な状況になる。また、「会話の様子

を観察する人（観察者）」は、グループ内会話の様子

や字幕を観察して記録する役割を依頼した。 
 
2.3 グループ内会話体験 
 会話体験は約 45 分のスケジュールを予定し、以下の

構成で実施した。 
＜１回目＞ 
・会話テーマの選択 
・グループでの会話体験（８分間） 
・評価シートへの記入（３分間） 
・会話体験者同士での評価や感想の共有（５分間） 
・うまくいかなかった点の整理と、どんな改善をすることでノイズ体験者や聴覚障害当

事者が会話に参加しやすくなるのかの相談（３分間） 
＜２回目＞ 
・会話テーマの選択 
・グループでの会話体験（８分間） 
・評価シートへの記入（３分間） 
・グループ内での評価や感想の共有（２分間） 
＜全体＞ 
・各グループで出された感想の共有 
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図 4 機器操作体験の様子 

（写真） 

進めた。また、手話通訳付のグループでは参加者の発話を同時に手話通訳を行うことで、

音声認識で表示される文字との比較をしながら観察していた。 
グループによってはマイクがうまく認識されずに文字化されない、インターネット接続

が不安定になるなどトラブルが生じていたが、複数台を同時に運用していることにより

様々な要因の混線が生じていたものと思われる。 
 
2.4 グループ会話の評価シートから 
 各グループでの体験を通して、「グループ会話体験者」「観察者」それぞれの立場から得

られた感想を以下に記載する。 
 
2.4.1 １回目の体験から 
【グループ会話体験者】 
・周りの（健聴の）学生の協力が不可欠。利用学生だ

けが認識結果を見るのではなく、他の学生にも見え

るようにするのは効果的だと感じた。 
・ゆっくり、はっきり話すと文字表示が上手くでき、

コミュニケーションもスムーズだった。 
・ノイズ体験の役割になり、聞こえない人がグループ

の会話に入ることに難しさを感じた。 
・ノイズ体験をして、きこえない不安や伝わる喜びが

体験できた。 
・ノイズがあると文字にしか頼れないので、誤変換の

ため理解できないまま話が進んでいくのが不安感を生んだ。 
・普段の早口の会話だと文字変換は難しい。 
・普通に話が出来ないと思った。 
・アイコンタクトがなくなった。 
・話の内容を文字にすることに集中してしまい、「あと８分」などの情報を伝え忘れてしまっ

ていた。 
・機器のトラブルに備えて使い方を学んでおかなくてはならないと思った。 
 
【観察者】 
・マイクを持っている話者以外の人が話すと、ノイズ体験者は状況把握が困難な様子。 
・マイクが口から離れていると、正確な音声認識が難しくなっていた。 
・修正が入らないと会話のテンポが遅い。 
・画面を見ながらの会話になるので、相手が顔を見て話してくれているのに、もったいな

いと思った。 
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で、逆に会話から置いていくような形になってしまう。また、話者交替のタイミングも難

しかったのではないだろうか。 
具体的な方法としては、字幕を一緒に見ているからこそ誤字脱字等に気がつくことがで

きるので、発生した文字のエラーを共有する。そしてそのエラーにどう対応しようかと考

えていくことになる。誤字脱字が出た時、どうやって直したら良いか、手話で話す・メモ

で補う、又はそういうのはちょっと面倒だから言い直しで頑張る、などいろいろな方策が

あると思う。 
例えば手書きノートテイクをする場合は、特別な技術はあまり必要ではないが、書き続

けなければならないことで人の負担が大変多くなる。それに比べると、音声認識であれば、

人の負担がちょっと軽くなる、でも誤字脱字が多く出てしまうので修正作業は必要。では

技術的にもっと工夫をしてみよう、と考えてノイズができるだけ入らないようにマイクを

使う。それにより隣の人の声も入らなくなり、少し人の負担が減る。こうした工夫を加え

ることでどんどん楽になるが、やはり話者交代への配慮や誤変換を気にすることなどから

自然な会話が続かなくなり、場合によっては孤立感を深めていく。だからこそ、技術を使

いながらも、「配慮する気持ち」は取り除いてはいけないものだと思っている。音声認識を

使えば「配慮する気持ち」をも取り払えるという幻想を持たれてしまっている印象を受け

るので、その部分を大事にして活用して欲しい。 
 
3．まとめ 
 今回の体験では、支援技術を円滑に活用するためのシステム面での工夫という点だけで

はなく、「ノイズ音声体験者や聴覚障害学生が会話に参加できていたか」という視点を持っ

て進めたことで、システム特有の課題だけでなく会話に参加する人がどのような意識を持

ち、工夫をすることでより活用の幅が広がるのかを体験・観察してもらうことができたと

考える。体験者からの感想にもあるように、周囲の配慮があってこそ支援技術はより有効

に活用できるものであることが共有できるような働きかけとともに、活用場面が広がって

いくことを期待したい。 
 尚、今回は時間の関係上グループ内会話体験の時間を十分に設けることができなかった

が、体験者・観察者の役割を交代して体験の共有をするところまで実施できることが望ま

しく、その場合には 2 時間程度の時間を要するものと思う。各大学で同様の体験をされる

場合の参考にして頂きたい。 
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手で質問を募る機会も設けたが、手を挙げたのは教職員等のみであった一方、カードでは

学生からと思われる無記名のものを含め 20 以上の質問が寄せられた。 
1.3 ワーク 
 講師の話からヒントを受け取った後、自分自身の具体的な将来像や行動計画に目を向け

られるよう、「10 年後のわたし」というワークシートを用意した。このシートは聴覚障害学

生エンパワメント研修会（PEPNet-Japan,2013）で用いたワークシートをもとに、学年を

問わず短時間で記入できるシンプルな様式と支援者用の様式を本企画用に作成した。当日

は 10 分程度の時間を設け、参加者各自がリレートークの内容を振り返りながら記入した。 
 
2．内容 
2.1 リレートーク （司会：阪田真己子（同志社大学）） 
2.1.1 高校生の声①（講師：中島亜紀子（PEPNet-Japan 事務局）） 

PEPNet-Japan 事務局に寄せられる中高生やその保護者からの相談として、「支援体制が

整った大学を教えてほしい」「入学が決まる前から支援の相談をしてもいいのか」といった

例を紹介。支援の有無でなく、自分のやりたい事ができる大学かという視点で志望校を選

んでほしいし、また、大学でやりたいことを実現するためにはどんな支援が必要なのかと

いうことを、ぜひ自ら発信してほしい。 
 

2.1.2 高校生の声②（講師：井坂行男（大阪教育大学）） 
大学とはどのような場か 

事務局からの報告を踏まえ、ろう学校教員の経験、そして現在大学で聴覚障害教育の研

究に携わる立場から、皆さんに思いをお伝えしたい。 
まず大学生の皆さんへ。大学はみずからの適性に応じて学びたいことを積み上げ、将来

の自分を構築するための歩みを進めていく場。自分だけでなくさまざまな関係者や友達と

歩んでいくことになる。ただし、障害者差別解消法が施行されたとはいえ、障害学生支援

の経験がまったくないという大学もある。皆さんにとって大事なのは、大学と建設的な対

話を進めること。更に対話をする上では、上手に交渉していくことと、自己分析をして必

要な支援が何かを考えることも必要とされる。交渉術としては「スモール・イエス」、つま

り最初から大きな目標を達成しようと交渉しても難しいので、相手側に少しずつ納得して

もらう方法なども、ぜひ学んでいただきたい。 
大学の学びと情報保障 

大学での授業は、教養教育から専門教育に進んでいくにつれて、少人数になり、専門性

が高まり、それに伴って授業形態も、プレゼンテーションやディスカッションなど、集中

的な対話型になっていく。つまり、大学で 4 年間学んで行く中で、どのような情報保障が

必要なのか、参加のあり方とは何か、ということを、皆さんからその場の関係者に伝え求

めていくことは欠かせない。 
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情報保障から社会参加へ 

今、教育の方法として、「主体的」「対話的」「アクティブラーニング」といった視点が重

視され、集団での議論や情報交換を通してより多くを学ぶ姿勢が、求められている。これ

は、Society5.0、超スマート社会、AI 社会など世の中が変化していくことに伴い、人間の

強みを生かし対話の中から何かを創造する力が求められることとつながっている。 
このような社会で自立するために、皆さんは、情報保障やコミュニケーションを自分か

ら引きつけていく必要がある。そうでないと、共に働く中で自分の力を活かすことが難し

くなってしまう。今日はぜひ、協働し対話しながら新たなものを創出していく、そんな将

来の姿を描きながら参加していただきたい。 
 
2.1.3 聴覚障害学生の声（講師：濱松晃大（関西学院大学 学生）） 
自己紹介 

私は関西学院大学総合政策学部国際政策学科の 3 年生。生まれ

つき耳が聞こえず、幼稚園時代は言語訓練に通い、その後はろう学

校の小学部を経て、もっと新しい環境にチャレンジしようと受験を

して中高一貫校に進学した。大学でこの学科を選んだ理由は、以前

から国際協力やソーシャルビジネスに関心があり、フィールドワー

クでたくさんの人と交流したいと思ったこと。独自の英語教育プロ

グラムで、週 4 回ネイティブスピーカーによる授業があることも

魅力の一つだった。 
情報保障の必要性 

関西学院大学では、支援室の方と個別に相談した上で支援方法を決定している。実は高

校までは支援を受けた経験がなく、大学でもなんとかなるだろうと思っていた。しかし、

大学では先生の口形を読み取ることは難しく、学ぶためにはサポートが不可欠だと感じる

ようになった。現在、ふだんの授業ではパソコンノートテイカー2 名とノートテイカー1 名

の体制で、基本的にすべての授業に情報保障をつけている。 
ゼミでの情報保障 

3 年生からゼミが始まり、ディスカッションやグループワーク、プレゼンテーションの機

会が増えた。パソコンノートテイクの支援だけでは限界があり、どのような配慮があれば

授業に参加できるのか、ゼミの先生と相談を重ねた。その結果、ゼミ生全員で議論を交わ

すのではなく、小グループに分かれて話す方法に変えてもらったり、ブギーボードを使っ

て筆談しながら話したり、発言の際は必ず挙手するというルールを作った。 
海外でのフィールドワーク経験 

また、ゼミの先生の専門が国際協力なので、海外研修にも参加した。フィリピンの農村

部に行って、現地の人にインタビューする活動だったが、その時にどうコミュニケーション

をとるか事前に考え、自己紹介カードを作っておいて耳が聞こえないことを伝えるように

図 1 筆者（濱松） 

（写真） 
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した。初めて会う人にはカードを見せてからやり取りを始めたが、もちろん英語力も必要

とされる。筆談を交えながらコミュニケーションすることで、さまざまな経験を得ること

ができたと思っている。 
英語の授業での情報保障 

ネイティブスピーカーによる英語の授業では、相談を重ねた結果、情報保障のサポート

を受けないという選択をした。授業は少人数制でペアワークが多く、サポーターが入ると

どうしてもペアの学生との間に距離ができてしまう。代わりに、「ペアの学生にあらかじめ

聴覚障害について説明する」「先生へ定期的に質問に行く」「多少わからなくても気にしな

い」「リスニングは免除してもらい代替授業を受ける」といった工夫をして進めている。 
情報に対する考え方の変化 

以前は、すべてのことをきちんと理解しなければならないと思っていた。でもいつから

か、「聴者も常に 100％の情報を得ているわけではなく、文脈や雰囲気からなんとなく察し

てコミュニケーションをとることもあるらしい」と気づき、多少わからないことがあって

も気にしないという態度で臨めるようになった。それで随分気が楽になったと思う。 
「自分らしい助けられ方」とは 

大切なのは、学びたいことややりたいことがある時、諦めてしまうのではなく、どうい

う支援があればそれが達成できるかを考えること。そして、状況に応じて最良と思える方

法を主体的に選択すること。たとえば英語のクラスでは、情報保障をつけなかった結果、

同級生たちとのつながりが深まり、良好な関係を結ぶことができたと思っている。関西学

院大学は情報保障の面で大変恵まれているのだと思うが、支援メニューにあるから使うの

ではなく、自分のニーズに合わせて選択していくべきだと思う。 
先輩に聞きたいこと（就職に向けて） 

いま不安に思っているのは、就活と進路に関すること。職場では、自分の希望を伝える

ことがわがままと捉えられてしまうのではないか、聴覚障害という自分の特性とどう向き

合えばよいのか、聞こえのことをどう説明してコミュニケーションをとればいいのか、耳

が聞こえないことで業務が限定的になるのではないか･･･。そうしたことについて、先輩方

からぜひ話をうかがいたい。 
 
2.1.4 社会人から①（講師：志磨村早紀（元早稲田大学障がい学生支援室コーディネーター）） 
自己紹介 

今年の 9 月まで早稲田大学の障がい学生支援室でコーディネー

ターをしていた。出身は宮崎で、小学校から高校まで地域の学校に

通い、早稲田大学を卒業後、国立障害者リハビリテーションセン

ター学院（国リハ）の言語聴覚学科で 2 年間勉強した。 
保育園に通っている頃から右耳が聞こえにくいと自覚していた

が、ある程度聞き取れるので周りには言わず過ごしていた。ある
図 2 筆者（志磨村） 

（写真） 
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就職活動で企業に対していきなり「どんな支援がありますか」と聞いてしまう障害学生

は結構いるようだ。企業側から見れば「この学生は入社して一体何がしたいのだろう」

ということになってしまう。大学に入るときは支援を理由に選んだとしても、卒業する

ときまでには、「自分がやりたいことをやるために支援が必要だ」

という考え方に修正していってほしい。卒業、つまり出口までサ

ポートするのが私達の仕事だと思っている。 
 
司会／数字で回答するのは難しい質問だったが、少なくとも 3 名の

講師からは、支援の有無よりもまず、自分は何をしたいのかを

考えてほしいというメッセージだった。 
 
【質問２（濱松さんへの質問）】 

自分で選択した支援の例として、英語の授業の情報保障をやめたという話がありました。

ベストだと思う方法を主体的に選択する時、支えとなった体験や環境要因はありましたか。 

 
濱松／これという一つの体験ではないが、高校時代に経験したことが大きいと思う。英語

教育に力を入れている学校だったが、わからなくてそのままにしていると、「どうしたら

良いか」と先生のほうから心配して声をかけてくれた。たとえばリスニングのときには、

先生と一対一ですればいいのか？紙を出して文字で読むほうがいいのか？と、いろいろ

な方法を考えて提案してくれた。そこでいろいろな選択肢があると知ることができたの

で、大学に入ってからもたくさんの選択肢から選ぶという考え方ができたのだと思う。 
 
司会／大学に入る前の時期に、周りの方の支えがあったと。志磨村さんは中学時代、まさ

に人生を変える理解者と出会ったとのことだったが、その出会いがなかったとしたら？ 
 
志磨村／そのことは常々考えている。もし聞こえていたら、言語聴覚士の先生と会うこと

もなく、人生の転機となるような出会いを経験することもなかった。そういう意味では、

聞こえなくてよかったと思うくらい、今では社会に貢献できることが持てている。この

先生との出会いがなかったら、自分は今もちゃらんぽらんだったのでは。 
 
【質問３】 

-1 コミュニケーションをとっていてわからないことが出てきたとき、何度も聞き返すべき

かどうか大変迷います。 

-2 自分の聞こえ方をどう説明していいかわかりません。長すぎず短すぎず、人に伝えると

きに気をつけることや押さえるべきポイントについて、アドバイスをお願いします。 

-3 聞こえないことを説明しても理解してもらえないとき、諦めるべきなのでしょうか。 

図 5 筆者（阪田） 

（写真） 
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井坂／大学では、支援する・されるの関係性が学生間で生じている。志磨村さんが言われ

たように、お互いがより良い関係を構築しながら育ち合うために、支援する学生と支援

を利用する学生が話し合う時間を持ったり、利用する学生が手話講座の講師を担当した

りと、お互いに貢献し合うことを心がけている。関係性は決して一方通行ではない。支

援活動に関わる中で双方向の関係性を構築し、学び合うことに意義があると思っている。 
 
司会／「お互いに学ぶ」「お互いに貢献する」「関係性を作る」と大変重要なキーワードが

出てきた。志磨村さんのお話の内容とも共通している。 
 
【質問４】 

聴者が聴覚障害者に対してできることはたくさんあるのに、私たちからできることは少

ないという現実に悲しくなります。みなさんはどう考えていますか？ 

 
日下部／少し悲しい質問ですね。「自分にできることが少ない」

というのは、おそらく若いからまだ経験が少ないのだと受け

取った。私の経験として、聞こえる部下に囲まれて働いてい

たとき、上司から「日下部は背中で見せることができるマ

ネージャーでかけがえのない存在だ」と言ってもらったこと。

みなさんも絶対にそのような経験ができるときがくる。だか

ら自信を持ってやっていってほしい。 
廣田／聞こえないと困ることがいろいろあると思うが、それを

聞こえる人と共有することが大事。たとえば東京オリンピッ

クに向けて誰にでも伝わりやすいピクトグラムを作ろうと

する、その時に聞こえない立場からの意見が役に立つのでは

ないか。世の中で何かシステムを作る時、ろう者だから気づ

くことを伝え、貢献できるのだと思っている。 
 
司会／年長の講師お二人が手を挙げて回答してくださった。長いご経験から「できること

が少ない」という言葉を否定したかったのではないかと思う。実際、同志社大学の支援

室業務では、私は日下部さんに助けてもらいすぎて、彼が聴覚障害ということを忘れて

しまっている。社会に出れば多くの先輩たちが、周囲の人の支えとなって働いている。

そのことをぜひ知っていただきたい。 
 
 
【質問５（フロアから志磨村さんへ）】 

キャリア形成の中には育児も入ってくると思いますが、子育てをするとき、どんな工夫

図 6 筆者（日下部） 

（写真） 
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や困難があるか、体験を伺いたいです。また、通訳の力を借りる場面はどんな時でしょうか。 

 

志磨村／聴覚障害当事者研究という活動の中で、先日、聞こえない母親の子育てをテーマ

に発表した。目下の困難は、子供から発信される SOS に気づけないこと。子どもが熱を

出したとき、妹から「呼吸が荒いね」と言われて初めて苦しいのだということがわかっ

たり、周りの人に指摘してもらいながら、自分で気付けるポイントを増やしている。 
情報保障については、保育園の関係で特に意識している。保護者の懇談会などでは手話

通訳を入れる場と入れない場を区別して、あえて通訳を頼まず親同士で話す時間を増や

してわかってもらえるようにするなど、工夫している。 
 
【質問６（フロアから講師へ）】 

高校生の難聴の息子が、友だちとの何気ない会話が聞きづらくて、話を合わせて笑って

しまったり、将来に対しても不安になっています。そうした漠然とした不安を抱える瞬間

があったとき、どのように対処したり、気持ちを整理しているのかお聞きしたいです。 

 
濱松／私も高校時代にはよくわかったふりをしていた。無理をしてその場に合わせること

が多く、同じように地域の学校に通っている難聴の友人と、悩みを話し合うこともあっ

た。今は、相手ともっときちんと関わりたいと思うなら諦めないし、そんなに関係を深

めなくてもよいと思えばそのままでいい、という判断をしている。本音や愚痴を言える

友達はそんなに多くないが、一人でもそういう相手がいることが、とても大事だと思う。 
日下部／私が同志社大学の社会人大学院にいたとき、仲の良い同級生が授業の後に楽しそ

うに話していたので、私は彼らの邪魔をしてはいけないと思い挨拶もせずに帰ったこと

があった。翌日、「昨日はどうしたの？探したんだよ」と言われ、「聞こえない自分が入っ

ていって楽しい時間を奪っては申し訳ないので帰った」と答えると、当時 25 歳くらいで

私よりずいぶん若かった同級生から「情けない」と怒られた。日下部からそんなふうに

思われている自分たちが情けない、そして遠慮している日下部自身も情けない、と。 
 友達の中での寂しさは私もよくわかる。でも友達なら遠慮せず、正直に「なになに？」

と突っ込んでいけばいい。それで関係がだめになるなら、もうお友達でいなくてもいい

ではないですか。自分から関係を閉ざすのではなく、広げるほうに賭けて良いと思う。

私も若い頃はそれができなかったが、若い子に叱られながら学んできた。 
 
2.4 まとめ（各講師からの一言） 
井坂／お互いわかり合うための努力をすること、魅力的な自分、興味を持ってもらえる自

分を作っていくこと、自分からコミュニケーションしようという思いを大切にすること。

これらは何も特別なことではなく、みんながともに生きていく当たり前の営みだと思う。 
濱松／今日のために今までの自分のことを振り返り、これからどうあるべきかを考えるい

第15回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム

148

第15回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム



AI AI

3

第15回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム第15回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム

149



[1] PEPNet-Japan
2012

204
[2] 2015

2015 2
http://www.pepnet-j.org/web/modules/tinyd7/index.php?id=42&tmid=354
2020 3 6

第15回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム

150

第15回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム



第15回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム第15回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム

151



第15回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム

152

第15回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム



第15回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム第15回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム

153



•

•
•

第15回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム

154

第15回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム



•

•

第15回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム第15回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム

155



•

•

•

•

•

•

•

第15回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム

156

第15回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム



•
•
•
•
•
•

•
•
•
•

•
•

•
•

•

•

第15回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム第15回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム

157



1 2

3 4

5 6

第15回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム

158

第15回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム



7

8

第15回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム第15回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム

159



9 10

第15回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム

160

第15回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム



2019/11/23 

1 

3

12
15
18
19
21

1

第15回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム第15回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム

161



2019/11/23 

2

PTA PTA PTA PTA

MIMI 2012 137 P28

第15回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム

162

第15回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム



第15回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム第15回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム

163



15

10
…

第15回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム

164

第15回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム



15

10

第15回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム第15回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム

165



72

or

第15回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム

166



第15回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポジウム



168



169



170



171



172








	最終表紙.pdf


 
 
    
   HistoryItem_V1
   StepAndRepeat
        
     シートの余分なスペースをトリミング: はい
     ページの拡大・縮小を許可: いいえ
     マージン・トンボ: 無し
     シートサイズ:  200.000 x 200.000 インチ / 5080.0 x 5080.0 mm
     シートの最適化:  最適サイズ
     レイアウト: 1列 1行
     調整:  左上
     レジストレーション:  ブラック
      

        
     0.0000
     8.5039
     28.3465
     0
     JapaneseMid
     0.2835
     ToFit
     1
     1
     0.7000
     0
     0 
     1
     0.0000
     0
            
       D:20200610083828
       14400.0000
       Maximum
       Blank
       14400.0000
          

     Best
     394
     491
     0.0000
     Black
     TL
     0
            
       PDDoc
          

     0.0000
     1
     2
     0
     0
     0 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.9c
     QI+ 2
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   StepAndRepeat
        
     シートの余分なスペースをトリミング: はい
     ページの拡大・縮小を許可: いいえ
     マージン・トンボ: 無し
     シートサイズ:  200.000 x 200.000 インチ / 5080.0 x 5080.0 mm
     シートの最適化:  最適サイズ
     レイアウト: 1列 1行
     調整:  左上
     レジストレーション:  ブラック
      

        
     0.0000
     8.5039
     28.3465
     0
     JapaneseMid
     0.2835
     ToFit
     1
     1
     0.7000
     0
     0 
     1
     0.0000
     0
            
       D:20200610083950
       14400.0000
       Maximum
       Blank
       14400.0000
          

     Best
     394
     491
    
     0.0000
     Black
     TL
     0
            
      
       PDDoc
          

     0.0000
     1
     2
     0
     0
     0 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.9c
     QI+ 2
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base





